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解
釈
が
７
回
。
歯
科
で
は
施
設
基

準
細
分
化
に
よ
る
混
乱
。
厚
生
局

の
集
団
指
導
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
断
片
的

動
画
の
視
聴
で
わ
か
り
に
く
い
。

協
会
は
、
保
団
連
『
改
定
の
要
点

と
解
説
』
を
使
い
県
内
10
会
場
で

の
歯
科
改
定
研
究
会
を
開
催
▼
実

際
に
算
定
し
て
の
実
感
は
、
訪
問

診
療
の
４
人
以
上
の
減
額
が
特
に

痛
い
。
回
リ
ハ
病
棟
の
入
院
患
者

に
対
す
る
管
理
点
数
新
設
も
１
初

診
１
回
だ
け
で
焼
け
石
に
水
、
し

か
も
文
書
作
製
に
手
間
が
か
か

る
。
当
院
に
は
明
ら
か
に
マ
イ
ナ

ス
改
定
だ
が
、
皆
さ
ん
の
医
院
で

は
如
何
に
▼
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
は
届
出
な
く
て
良
か
っ
た
。
届

け
出
れ
ば
年
間
23
万
円
を
賃
上
げ

原
資
に
で
き
る
が
、
リ
ス
ク
が
あ

り
す
ぎ
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
減
少
し

た
ら
そ
の
分
も
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ

に
分
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
時
間

外
給
与
に
ま
で
影
響
す
る
「
ベ
ー

ス
」
を
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
明
細
書
を
見
た
患
者
か
ら

質
問
さ
れ
、「
職
員
の
給
料
で

す
」
と
答
え
た
時
の
反
応
が
恐
ろ

し
い
。
歯
科
部
会
の
改
定
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
評
価
料
１
の
届
出
は
２

割
程
度
▼
補
綴
引
き
上
げ
も
技
工

料
金
に
反
映
し
ろ
と
言
う
が
、
引

き
上
げ
は
わ
ず
か
、
個
人
技
工
所

が
値
上
げ
を
言
い
出
し
に
く
い
状

況
に
変
わ
り
は
な
い
。
技
術
料
の

７
対
３
大
臣
告
示
法
制
化
で
一
定

の
引
き
上
げ
は
期
待
で
き
る
▼
だ

い
た
い
低
診
療
報
酬
の
弊
害
な
の

だ
か
ら
、
大
幅
引
き
上
げ
こ
そ
必

要
だ
。
そ
れ
な
ら
職
員
給
与
も
解

決
す
る
。
あ
わ
せ
て
行
う
べ
き
は

窓
口
負
担
軽
減
。「
ゼ
ロ
」
に
す

れ
ば
受
診
を
控
え
て
い
た
患
者
さ

ん
が
来
院
で
き
る
。
達
成
し
て
ビ

ー
ル
で
乾
杯
し
た
い
も
の
だ
（
酔
）

　

い
よ
い
よ
診
療
報

酬
改
定
が
６
月
か
ら

実
施
さ
れ
た
。
３
月

に
告
示
通
知
、
そ
の

後
訂
正
通
知
と
疑
義
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研
面
究 ８面
診内研より　「COVID-19後遺
症としての認知機能障害　―病
態機序と治療の展望―」

４～５面

第
56
回
総
会
・
記
念
講
演
を
開
催

医
師
増
と
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

医
師
増
と
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

　

防
衛
費
拡
大
を
や
め
、
医
療
・
社
会
保
障
費
こ

そ
拡
大
を
―
―
。
協
会
は
６
月
16
日
、
協
会
会
議

室
で
第
56
回
総
会
を
開
催
。
会
員
ら
86
人
が
参
加

し
、
２
０
２
３
年
度
会
務
報
告
と
新
年
度
活
動
方

針
案
、
新
年
度
予
算
案
を
可
決
し
た
。「
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
脅
威
か
ら
人
々
を
守
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で
東
京
大
学
特
任
教

授
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
教
授
の
河
岡
義
裕
先

生
が
記
念
講
演
し
た
。

（
次
号
で
詳
報
予
定
）

　

西
山
裕
康
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
診
療
報
酬
改
定
は
６
回
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
。
さ
ら
に
財

務
省
は
、
日
本
の
医
療
制
度
の
四

つ
の
特
徴
で
あ
る
『
国
民
皆
保

険
』『
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
』『
自
由

開
業
医
制
』『
出
来
高
払
い
』
を

『
解
決
す
べ
き
課
題
』
と
し
、
診

療
報
酬
の
抑
制
、
病
院
の
統
廃

合
、
医
療
技
術
や
医
薬
品
の
保
険

外
し
、
患
者
負
担
増
、『
か
か
り

つ
け
医
』
に
よ
る
『
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
の
制
限
』
と
『
出
来
高
払
い

か
ら
マ
ル
メ
へ
の
変
更
』
を
狙

い
、
自
由
開
業
医
制
へ
の
規
制
的

手
法
の
採
用
、
専
門
医
の
定
数
制

や
医
師
過
剰
地
域
の
１
点
単
価
の

減
額
な
ど
が
、
現
在
俎
上
に
上
が

っ
て
い
る
。
個
別
の
反
論
も
大
事

だ
が
、
や
は
り
大
本
で
あ
る
『
医

療
費
亡
国
論
』
を
打
破
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
政
権
交
代
以
外
の

選
択
肢
は
な
い
よ
う
に
思
う
」
と

医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
す
る
必

要
性
を
強
調
し
た
。

　

会
務
報
告
と
活
動
方
針
を
提
案

し
た
武
村
義
人
副
理
事
長
は
、

「
改
定
内
容
の
不
合
理
是
正
と
と

も
に
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
て
い
く
」「
保
険
証
廃
止
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
へ
の
一
本
化
の
問
題
点
の
本

質
は
ト
ラ
ブ
ル
で
な
く
、
国
民
の

受
療
権
の
侵
害
に
あ
る
」
と
強

調
、
社
会
保
障
拡
充
、
保
険
証
廃

止
反
対
、
憲
法
と
平
和
を
守
る
運

動
を
強
め
る
と
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
医
師
の
働
き
方

改
革
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
勤
務
医

報
酬
の
引
き
上
げ
が
必
要
」「
憲

法
違
反
を
し
な
が
ら
、
縛
ら
れ
る

側
の
政
府
が
憲
法
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
の
理
念

で
あ
る
平
和
主
義
を
生
か
し
て
い

く
た
め
、
憲
法
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
」「
国
の
医
療
Ｄ
Ｘ
は

監
視
社
会
へ
つ
な
が
る
。
診
療
報

酬
改
定
で
も
精
神
科
で
情
報
収
集

を
目
的
と
し
た
よ
う
な
診
療
録
記

載
と
レ
セ
プ
ト
記
載
が
義
務
付
け

ら
れ
た
」
な
ど
、
議
案
を
補
強
す

る
立
場
で
８
人
か
ら
発
言
が
な
さ

れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
今
年
１
月
に
新

た
に
保
団
連
会
長
に
就
任
し
た
竹

田
智
雄
先
生
、
顧
問
弁
護
士
の
野

田
倫
子
氏
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

は
過
労
死
ラ
イ
ン

を
大
き
く
超
え
る

１
８
６
０
時
間
の

時
間
外
労
働
が
実

質
的
に
強
い
ら
れ

て
い
る
。
真
の
医

師
の
働
き
方
改
革

に
は
、
医
師
の
増

員
と
十
分
な
診
療

保険証廃止中止を重点とするなどとする新年度活動方針が承認された

河岡義裕ウィスコンシン
大学教授　　　が記念講演

結
果
を
報
告
。
震
災
当
時
に
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
を
「
意
識
し
な
か
っ
た
」
が
半

数
超
で
、
震
災
後
医
療
関
係
者
は
医
療

活
動
に
奔
走
し
て
い
た
た
め
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
ま
で
注
意
が
及
ば
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
今
後
の
被
害
に

つ
い
て
「
増
加
す
る
」
と
の
回
答
が
約

４
割
を
占
め
る
こ
と
、
行
政
に
積
極
的

な
対
策
を
求
め
る
自
由
記
述

が
多
い
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
国
・
自
治
体
の
積
極
的

な
調
査
、
対
策
を
求
め
た
。

　

上
田
進
久
部
員
が
震
災
30

年
に
向
け
て
「
い
ま
だ
30
年

と
捉
え
て
、
積
極
的
な
被
害

者
発
生
予
防
対
策
が
必
要
」

と
訴
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
６
月
13
日

に
は
日
経
新
聞
、
共
同
通
信

に
結
果
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
な

る
の
を
前
に
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

す
る
意
識
に
つ
い
て
会
員
対
象
に
実
施

し
た
調
査
（
結
果
は
本
号
５
月
25
日
号

既
報
）
に
つ
い
て
、
協
会
環
境
・
公
害

対
策
部
は
６
月
12
日
、
マ
ス
コ
ミ
報
告

会
を
実
施
。

　

森
岡
芳
雄
環
境
・
公
害
対
策
部
長
が

協会の震災アスベストアンケート

日経新聞、地方新聞で報道

結
果
を
掲
載
し
た
日
経
新
聞
記
事
（
６
月
13
日
）

「被保険者証に係る規定を削除する」省令改定は中止を！

パブリックコメントに会員が181件超の意見を提出

“保険証の発行は今まで通りに”“保険証の発行は今まで通りに”

　

昨
年
６
月
２
日
に
健
康
保
険
法

等
の
改
正
が
成
立
し
、
閣
議
決
定

に
よ
り
今
年
12
月
に
現
行
の
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
た
だ
、
保
険
者
が
健
康
保
険

証
を
交
付
す
る
義
務
は
省
令
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
省
令
が
改

定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
も

保
険
者
に
は
健
康
保
険
証
の
交
付

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
義
務
を

な
く
す
よ
う
、
省
令
を
変
更
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
６
月
22
日
ま
で

意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
協
会
は
会
員
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
保
険
証
発
行
を
存
続

さ
せ
る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
へ
意
見
を
提
出
す
る
よ
う
呼
び

か
け
た
。

　

文
例
も
示
し
、
希
望
者
は
意
見

提
出
を
代
行
す
る
と
案
内
し
た
と

こ
ろ
、
６
月
20
日
ま
で
に
１
８
１

件
の
意
見
が
協
会
ま
で
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

協
会
が
示
し
た
文
例
は
以
下
の

通
り
。

「
各
法
施
行
規
則
よ
り
『
被
保
険

者
証
に
係
る
規
定
を
削
除
す
る
』

こ
と
に
反
対
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
医
療
機

関
受
診
は
、
未
だ
７
％
以
下
で
、

医
療
現
場
で
は
、
健
康
保
険
証
に

よ
る
受
診
が
圧
倒
的
で
す
。
そ
の

理
由
は
、
患
者
さ
ん
が
保
険
証
に

よ
る
受
診
に
ま
っ
た
く
不
自
由
を

感
じ
て
い
な
い
上
、
偽
造
事
件
や

医
療
機
関
で
の
資
格
確
認
エ
ラ
ー

な
ど
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
資
格
確
認
書
を
発
行

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で

慣
れ
親
し
ん
だ
保
険
証
が
急
遽
、

資
格
確
認
書
と
な
れ
ば
、
多
く
の

患
者
さ
ん
が
戸
惑
う
こ
と
は
必
至

で
す
。
医
療
機
関
で
の
混
乱
を
避

け
、
患
者
さ
ん
の
受
療
権
を
こ
れ

ま
で
通
り
保
障
す
る
た
め
、
保
険

者
に
は
今
ま
で
通
り
保
険
証
交
付

義
務
を
課
す
べ
き
で
す
。」

※
２
面
に
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

動物実験や肺のイメージング
などウイルス感染症の最新の
研究を示した河岡先生　　　

『兵庫保険医新聞』『兵庫保険医新聞』
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裏
金
問
題
か
ら

政
治
家
の
狙
い
を
考
え
る

　

今
夏
は
戦
後
79

年
に
な
る
。
今
後

79
年
間
、
つ
ま
り

今
生
ま
れ
た
赤
ん

坊
が
79
歳
に
な
る

ま
で
に
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
今

年
は
「
戦
前
」
と
な
る
。
現
在

の
情
勢
を
み
る
に
、
そ
の
可
能

性
は
決
し
て
低
く
な
い
。

　

政
府
は
、
い
わ
ゆ
る
安
保
関

連
３
文
書
を
閣
議
決
定
し
、

「
専
守
防
衛
」
か
ら
「
反
撃
能

力
」（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
の

保
有
を
認
め
、
隣
国
の
主
要
都

市
を
攻
撃
で
き
る
長
距
離
ミ
サ

イ
ル
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
爆
買
い

し
、
南
西
諸
島
へ
の
配
備
を
進

め
他
国
を
「
威
嚇
」
し
て
い

る
。

　

現
在
、
台
湾
有
事
や
尖
閣
諸

島
へ
の
軍
事
侵
攻
を
念
頭
に
、

沖
縄
・
先
島
諸
島
の
住
民
ら
を

全
員
避
難
さ
せ
る
計
画
が
進
ん

で
い
る
。
先
島
諸
島
の
５
市
町

村
の
全
住
民
約
11
万
人
と
観
光

客
約
１
万
人
を
、
九
州
各
県
と

山
口
県
に
避
難
さ
せ
る
と
し
て

い
る
。
輸
送
に
は
民
間
の
航
空

威
嚇
に
よ
っ
て
、
日
本
に
対
す

る
武
力
攻
撃
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
威
嚇
に

は
他
国
に
対
す
る
相
当
の
報
復

力
つ
ま
り
軍
事
力
を
必
要
と
す

る
。

　

威
嚇
政
策
は
両
国
の
相
互
不

信
を
前
提
に
し
て
い
る
。
威
嚇

し
不
安
を
与
え
れ
ば
、
相
手
国

は
そ
れ
に
対
抗
し
、
抑
止
力
を

強
化
し
よ
う
と
さ
ら
に
軍
事
力

を
強
化
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
安

全
保
障
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
で
あ

り
、
現
在
の
日
本
周
辺
の
姿
と

重
な
る
。

　

戦
争
は
、
双
方
の
住
民
に
多

大
な
犠
牲
と
破
壊
を
生
む
。
そ

の
認
識
と
話
し
合
い
に
よ
る
相

互
不
信
の
解
消
こ
そ
が
本
来
の

「
抑
止
力
」
で
あ
る
。
今
、
こ

の
考
え
方
が
世
界
中
で
薄
れ
て

き
て
い
る
。

　

戦
争
を
「
さ
せ
な
か
っ
た
」

「
戦
後
」
79
年
間
を
こ
れ
か
ら

も
継
続
す
る
た
め
に
、
日
本
国

憲
法
に
基
づ
き
、
武
力
で
は
な

く
、
話
し
合
い
に
よ
る
平
和
外

交
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
見
る

と
、
沖
縄
は
も
は
や
「
戦
争
前

夜
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
兵
庫

県
で
進
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
私

た
ち
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
。

　

か
つ
て
の
沖
縄
戦
で
は
、
55

万
人
の
米
軍
が
上
陸
し
、
当
時

の
県
民
の
４
人
に
１
人
、
約
20

万
人
が
命
を
失
っ
た
。
軍
隊

は
、
県
民
を
守
る
余
裕
を
な
く

激
」
し
た
。「
戦
う
覚
悟
」
と

い
う
が
、
戦
争
と
な
っ
た
と
き

に
第
一
に
戦
う
の
は
指
導
者
で

は
な
く
、
自
衛
隊
員
で
あ
り
、

被
害
を
受
け
る
の
は
戦
場
に
な

る
地
域
の
住
民
で
あ
る
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
指

導
者
と
な
り
、「
周
辺
安
全
保

障
環
境
の
悪
化
に
は
抑
止
力

を
」
と
繰
り
返
す
。

　

「
抑
止
力
」
と
は
他
国
へ
の

機
と
船
舶
を
用
い
る
が
、
完
了

ま
で
に
最
短
で
も
６
日
程
度
か

か
る
。
悪
天
候
に
よ
る
足
止
め

も
考
え
ら
れ
、
先
島
諸
島
に
は

２
週
間
程
度
滞
在
で
き
る
地
下

式
の
シ
ェ
ル
タ
ー
も
整
備
す

る
。

　

同
時
に
与
那
国
島
で
は
、
陸

上
自
衛
隊
駐
屯
地
に
日
米
共
同

演
習
の
一
環
と
し
て
日
米
の
調

整
所
が
設
け
ら
れ
、
共
同
演
習

も
行
わ
れ
た
。

し
、
逃
げ
隠
れ
た
洞
窟
か
ら
住

民
を
追
い
出
し
た
例
も
あ
っ

た
。
戦
時
下
で
、
住
民
に
で
き

る
の
は
た
だ
逃
げ
惑
う
こ
と
だ

け
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ

ザ
で
現
在
進
行
中
で
あ
り
、
そ

れ
が
戦
争
の
リ
ア
ル
で
あ
る
。

　

麻
生
太
郎
自
民
党
副
総
裁

は
、
強
い
抑
止
力
を
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
、
日
本
と
米
国
、

台
湾
に
は
「
戦
う
覚
悟
」
が
必

要
だ
と
述
べ
、
中
国
を
「
刺

感 想 文

　

協
会
は
５
月
19
日
、
第
１
０
３

回
評
議
員
会
・
特
別
講
演
を
開

催
。
特
別
講
演
は
「
政
治
家
と
裏

金
問
題
〜
企
業
献
金
の
あ
り
方
を

問
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
学

院
大
学
法
学
部
教
授
の
上
脇
博
之

氏
が
講
演
し
た
（
５
月
25
日
号
既

報
）。
参
加
し
た
永
本
浩
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

金
（
裏
金
問
題
）
の
追
及
に
よ

り
、
内
閣
支
持
率
は
低
下
し
、
安

倍
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
森
山

派
、
茂
木
派
の
各
派
閥
が
解
散
に

追
い
込
ま
れ
た
。
企
業
・
団
体
か

ら
の
巨
額
の
献
金
に
つ
い
て
、
以

前
か
ら
国
民
は
不
信
感
を
持
っ
て

い
た
が
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
日

曜
版
が
５
派
閥
の
多
額
の
不
記
載

を
ス
ク
ー
プ
し
て
、
上
脇
先
生
が

東
京
地
方
検
察
庁
へ
告
発
し
た
。

　

永
ら
く
権
勢
を
保
っ
て
い
た
安

倍
政
権
下
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
（
ア

ホ
の
ミ
ク
ス
と
も
言
う
）
に
よ

る
、
経
済
の
停
滞
、
デ
フ
レ
に
よ

る
物
価
高
で
国
民
は
困
窮
し
て
い

る
。
真ま

さ
し
く
驕
れ
る
平
家
は
久
し

か
ら
ず
、
盛
者
必
衰
の
理

こ
と
わ
りを
表

す
。

　

先
生
の
本
も
２
冊
購
読
し
た
。

経
歴
に
お
い
て
人
生
の
挫
折
感
を

味
わ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
を
克

服
し
て
、
法
学
部
の
教
授
に
な
ら

れ
た
。

　

尊
敬
で
き
る
人
間
味
の
あ
る
人

物
と
思
わ
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
多
く
の
自
民
党
の
欲
の
深

い
議
員
（
陣
笠
議
員
を
含
め
）

が
何
ら
か
の
処
罰
を
受
け
た
が

先
生
の
本
来
の
目
的
は
そ
う
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
も
っ
と
高

尚
、
高
邁
な
意
図
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
先
生
は
法
学

部
の
憲
法
学
者
で
あ
る
！

　

講
演
会
に
出
席
し
て
前
方
の

席
に
座
り
、
上
脇
先
生
の
表

情
、
眼
の
動
き
を
拝
察
し
て
、

一
番
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
以

下
だ
と
考
え
た
。

　

神
戸
学
院
大
学
法
学
部
の
上
脇

博
之
教
授
の
講
演
を
拝
聴
し
た
。

　

先
生
に
よ
る
自
民
党
の
政
治
資

　

安
倍
、
二
階
派
が
裏
金
を
長
年

派
閥
に
ｐ
ｏ
ｏ
ｌ
し
て
い
た
。
そ

の
金
額
に
ほ
と
ん
ど
変
動
が
な

い
。
こ
れ
は
憲
法
９
条
を
変
え
る

た
め
の
野
党
対
策
で
は
な
い
か
。

も
し
米
国
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

な
る
な
ら
、
折
し
も
台
湾
有
事

で
、
日
本
を
外
国
と
戦
争
で
き
る

国
に
変
え
る
こ
と
を
す
る
た
め
の

裏
金
で
は
な
い
か
！　

極
め
て
重

要
で
あ
る
。

 

【
明
石
市　

永
本　
　

浩
】

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

加
藤　

博
久
先
生

姫
路
市　

整
形
外
科

２
０
２
３
年
３
月
31
日 

享
年
83
歳

平
位　

広
章
先
生

豊
岡
市　

呼
・
内
・
消
・
循
環
器
科

６
月
４
日　

享
年
70
歳

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
厚
生
労

働
省
が
保
険
者
に
課
せ
ら
れ
た
被

保
険
者
証
の
交
付
義
務
を
省
令
改

正
で
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
声

を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

・
国
会
議
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
カ
ー

ド
に
口
座
番
号
や
保
険
証
を
ひ
も

付
け
し
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
、

国
民
が
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
安
全
と
便
利
な
ら
ま

ず
言
い
出
し
っ
ぺ
が
す
べ
き
で

す
。
自
分
た
ち
は
し
て
い
な
い
か

ら
窓
口
の
ト
ラ
ブ
ル
も
軽
く
受
け

止
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
に
ト
ラ
ブ
ル
の
責
任

を
負
わ
な
い
な
ん
て
言
語
道
断
だ

と
思
い
ま
す
。 （
姫
路
市
・
医
科
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
簡
単
に
偽
造

可
能
な
の
で
、
日
本
人
の
個
人
情

報
が
だ
だ
も
れ
と
思
わ
れ
る
。
国

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
顔
写
真
が
あ

る
の
は
安
全
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
大
ウ
ソ
で
あ
る
。
保
険
証

を
残
せ
！
！
！

 

（
宝
塚
市
・
医
科
）

・
災
害
時
（
停
電
時
）
に
医
療
現

場
が
混
乱
し
ま
す
。
本
当
に
医
療

が
必
要
な
状
況
で
医
療
を
提
供
で

き
ま
せ
ん
。 

（
伊
丹
市
・
医
科
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を

実
質
義
務
化
す
る
の
は
反
対
。

 

（
姫
路
市
・
歯
科
）

・
災
害
時
に
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
影

響
が
出
た
能
登
半
島
地
震
の
時
、

マ
イ
ナ
保
険
証
は
役
に
た
た
な
か

っ
た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資

格
確
認
の
導
入
」
が
療
養
担
当
規

則
に
記
載
さ
れ
た
が
、「
療
養
担

当
規
則
」
は
法
律
で
は
な
く
、
省

令
で
す
。
法
律
の
根
拠
を
欠
く
も

の
で
、
義
務
付
け
る
の
は
大
問
題

で
す
と
神
奈
川
大
学
の
幸
田
教
授

は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

 

（
西
宮
市
・
医
科
）

・
国
会
議
員
に
は
都
合
の
良
い
法

律
を
つ
く
っ
て
お
い
て
国
民
を
困

ら
せ
る
。
法
律
を
国
民
に
押
し
付

け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

 

（
灘
区
・
医
科
）

・
日
本
国
民
立
ち
上
が
ろ
う
!!

 

（
垂
水
区
・
医
科
）

・
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
法
的
に
任
意
で
あ
り
、
保
険

証
と
し
て
一
体
化
す
る
強
制
は
法

律
が
担
保
し
て
い
な
い
違
法
行
為

と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
中
央
区
・
医
科
）

・
当
面
、
現
行
「
保
険
証
」
と

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
２
本
立
て

に
し
、
多
く
の
人
々
が
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
が
「
よ
い
も
の
」
で
あ

る
と
考
え
、「
マ
イ
ナ
」
の
使
用

率
が
上
昇
し
た
ら
現
行
「
保
険

証
」
を
中
止
す
べ
き
で
す
。
現
状

で
の
省
令
改
正
に
は
強
く
反
対
し

ま
す
。 

（
明
石
市
・
医
科
）

・
地
方
の
過
疎
化
地
域
で
は
、
現

行
保
険
証
の
治
療
が
当
た
り
前
で

す
。
患
者
さ
ん
の
選
択
を
可
能
と

す
る
た
め
に
も
、
現
行
保
険
証
を

廃
止
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

（
赤
穂
市
・
歯
科
）

・
保
険
証
必
要
で
す
。
当
院
の
患

者
様
も
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
加
古
川
市
・
医
科
）

・
誤
り
が
何
例
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
（
サ
高
住
や

高
齢
者
住
宅
等
）
で
は
本
人
認
証

に
困
り
ま
す
。

 

（
加
古
川
市
・
医
科
）

・
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が
普
及
し
た
の

は
ア
メ
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
）
の

お
陰
。
マ
イ
ナ
保
険
証
が
普
及
し

な
い
の
は
不
祥
事
続
き
の
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
が
信
用
で
き
な
い
た
め
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
確
か
に
有
用
な

の
で
、
信
頼
性
を
高
め
国
民
に
信

用
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

 

（
小
野
市
・
医
科
）

・
法
施
行
規
則
に
あ
る
「
被
保
険

証
に
係
る
規
定
を
削
除
」
の
や
り

方
が
余
り
に
も
、
国
民
の
現
状
を

見
も
せ
ず
、
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。
も

っ
と
国
民
の
現
状
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
姫
路
市
・
医
科
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
声

〝
現
行
保
険
証

患
者
さ
ん
が
選
べ
る
よ
う
に
〞

第
１
０
３
回
評
議
員
会
・
特
別
講
演

自民党の裏金問題について上脇先生が特別講演

戦
後
79
年
、

「
新
し
い
戦
前
」に
し
な
い
た
め
に

◇
出
席　

18
人

◇
情
勢　

自
民
党
の
作
業
部
会

が
、
有
効
性
評
価
の
デ
ー
タ
不
足

を
理
由
に
保
険
適
用
の
対
象
が
限

ら
れ
て
い
る
最
先
端
の
医
療
な
ど

に
つ
い
て
、
混
合
診
療
を
認
め
る

よ
う
提
言
を
ま
と
め
た
。「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

（
骨
太
の
方
針
）」
に
盛
り
込
む

考
え
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
険
証
廃

止
反
対
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

署
名
数
が
１
万
５
４
８
０
筆
に
達

し
た
こ
と
、
②
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
国
会
内
集
会
（
６
／
６
）

に
弁
護
士
会
へ
賛
同
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
要
請
す
る
取
組
の
提
起
が
保

団
連
か
ら
あ
っ
た
の
を
受
け
、
県

弁
護
士
会
に
要
請
し
た
結
果
、

ⅰ
）
県
弁
護
士
会
と
し
て
集
会
へ

の
賛
同
は
行
わ
な
い
が
会
長
声
明

を
出
す
、
ⅱ
）
県
弁
護
士
会
と
保

険
医
協
会
共
催
で
市
民
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
方
向
と
な
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

２
０
２
４
年
版

『
保
険
診
療
便
覧
』
が
完
成
し
、

会
員
医
療
機
関
に
１
部
ず
つ
送
付

す
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
実
行
委

員
会　

特
別
講
演
の
テ
ー
マ
が

「
認
知
症
の
精
神
療
法
」
に
、
講

師
が
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
精
神

医
学
講
座
の
繁
田
雅
弘
先
生
に
決

ま
っ
た
こ
と
、
分
科
会
の
演
題
募

集
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

①
米
国
に
よ
る

臨
界
前
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
文

「
貴
国
の
核
実
験
の
強
行
に
抗
議

す
る
」、
②
「
原
爆
症
認
定
集
団

訴
訟
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
兵

庫
」
の
会
費
執
行
が
了
承
さ
れ

た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

神
鋼
石

炭
火
力
発
電
所
大
気
汚
染
状
況
監

視
活
動
支
援
募
金
を
執
行
す
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
５
月
25
日　

理
事
会
よ
り
）

署名にご協力ください署名にご協力ください
「
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
医
師
増
員
を

求
め
る
」
医
師
・
医
学
生
署
名

「
保
険
証
を
残
そ
う

「
保
険
証
を
残
そ
う
!!!!
」署
名
」署
名

ご注文は、☎078－393－1807まで

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
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神
戸
支
部　

ク
リ
ニ
ッ
ク
問
題
解
決
座
談
会

神
戸
支
部　

ク
リ
ニ
ッ
ク
問
題
解
決
座
談
会

社
労
士
の
先
生
に

何
で
も
相
談
で
き
た

認
知
症
発
症
の
抑
制
と

歯
科
治
療
の
関
係
が
明
確
に

感 想 文感 想 文
　

神
戸
支
部
は
５
月
11
日
、
協
会

会
議
室
で
桂
労
務
社
会
保
険
総
合

事
務
所
の
桂
好
志
郎
社
会
保
険
労

務
士
を
講
師
に
招
い
て
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
問
題
解
決
座
談
会
「
労
務
管

理
Ｑ
＆
Ａ
」
を
開
催
し
、
６
人
が

参
加
し
た
。
桂
先
生
は
話
題
提
供

と
し
て
「
職
員
が
長
く
定
着
す
る

職
場
づ
く
り
の
た
め
、
何
が
必
要

か
」
を
話
し
、
具
体
的
事
例
を
示

し
な
が
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
安
心
し
て
働
け
る
職
場
、
安
心

し
て
休
め
る
職
場
が
重
要
と
強

調
。
そ
の
後
、
職
員
募
集
や
採
用

時
の
注
意
点
や
有
休
、
労
働
時
間

の
取
り
扱
い
な
ど
、
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
。
参
加
し
た
吉

村
耳
鼻
咽
喉
科
事
務
長
の
吉
村
真

理
子
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

歯
科
部
会
は
５
月
12
日
、
定
例

研
究
会
「
歯
周
病
と
認
知
症
〜
関

与
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
認
知
症
の
予

防
策
を
考
え
る
〜
」
を
協
会
会
議

室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
九
州

大
学
大
学
院
歯
学
研
究
院
口
腔
機

能
分
子
科
学
分
野
Ｏ
Ｂ
Ｔ
研
究
セ

ン
タ
ー
准
教
授
の
武
洲
先
生
が
講

演
し
、
35
人
（
来
場
14
人
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
21
人
）
が
参
加
し
た
。
青
山

尚
正
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
ま
で
、
歯
周
病
は
多
く
の
病

気
の
増
悪
要
因
に
な
る
と
知
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
き
っ
と
認
知

症
に
も
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

つ
い
て
の
認
識
と
理
解
を
深
め
る

た
め
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

武
先
生
の
「
ス
ロ
ー
ブ
レ
イ
ン

エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
は
何
だ
ろ
う

（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は
よ
く
聞

き
ま
す
が
）
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
全
身
炎
症
と
い
う
概
念
も
先

生
は
認
知
症
は
起
こ
る
も
の
と
考

え
て
、
発
症
ま
で
、
ま
た
は
症
状

が
悪
化
す
る
ま
で
の
時
間
を
長

く
、
遅
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
歯

科
で
の
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
や
歯
周

病
ケ
ア
に
も
似
た
考
え
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

武
先
生
の
研
修
の
中
で
、
主
な

歯
周
病
菌
で
あ
る
ｐ
ｇ
菌
の
Ｌ
Ｐ

Ｓ
（
リ
ポ
多
糖
）
が
か
な
り
脳
内

で
影
響
を
与
え
た
り
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
発
生
や
蓄
積

を
起
こ
し
、
全
身
で
の
発
症
を
引

寄
り
添
う
生
活
医
学
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
致
し
ま
し
た
。
今
回
の

武
先
生
の
お
話
は
得
る
も
の
が
多

く
あ
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

　

歯
科
部
会
は
６
月
２
日
に
、
定

例
研
究
会
「
歯
科
治
療
時
の
緊
急

対
応
と
有
病
者
歯
科
治
療
」
を
協

会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。
大
道
会
森
之
宮
病
院
・
歯
科

診
療
部
・
部
長
の
旭
吉
直
先
生
が

講
演
し
、
68
人
（
来
場
27
人
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
41
人
）
が
参
加
し
た
。
三

ケ
山
茂
樹
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

て
大
変
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
診
療
に
活

か
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
伊
丹
市
・
歯
科　
青
山　

尚
正
】

　

今
回
病
院
歯
科
で
の
体
験
に
デ

ー
タ
と
判
例
も
加
え
て
て
い
ね
い

に
ご
教
授
い
た
だ
き
、
旭
先
生
に

は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

誤
飲
・
誤
嚥
事
故
を
起
こ
し
た

ら
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
患
者
を

起
こ
さ
な
い
。
Ｘ
線
写
真
を
咽
頭

か
ら
腹
部
ま
で
全
て
撮
影
す
る
。

他
施
設
搬
送
等
の
際
は
、
担
当
歯

科
医
師
が
同
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
複
数

回
安
全
に
使
用
で
き
た
薬
剤
で
も

発
症
し
得
る
。
と
っ
さ
の
た
め
に

エ
ピ
ペ
ン
な
ど
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を

救
急
カ
ー
ト
に
準
備
し
て
お
く
。

　

有
病
者
歯
科
治
療
を
行
う
際
に

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
…

な
ど
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ご
講
演
を
通
じ
て
、
普
段
か
ら

緊
急
事
態
を
予
防
し
、
即
応
体
制

を
整
え
、
深
刻
な
事
態
が
発
生
し

た
場
合
は
、
医
師
の
応
援
や
救
急

車
の
到
着
を
待
つ
約
６
分
間
、
歯

科
医
師
だ
け
で
な
く
そ
の
場
に
い

る
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
適
切

な
救
命
処
置
や
救
急
処
置
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
も
し
も
に
備

え
て
、
器
具
・
薬
剤
・
設
備
を
整

え
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の
講
習
会
に

参
加
し
、
定
期
的
に
ス
タ
ッ
フ

（
全
員
）
教
育
を
行
う
。
近
隣
の

医
療
機
関
と
普
段
か
ら
連
携
を
と

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
院
内
勉
強
会

の
資
料
や
記
録
・
講
習
会
参
加
証

・
事
故
発
生
時
の
経
過
記
録
な
ど

の
証
拠
を
残
す
必
要
が
あ
る
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
会
で
学
ん
だ
知
識

を
日
常
臨
床
に
生
か
し
な
が
ら
さ

ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
歯
科
・
準
会
員　
三
ケ
山
茂
樹
】

き
起
こ
す
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
と

影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
。
こ

ん
な
に
も
ｐ
ｇ
菌
の
Ｌ
Ｐ
Ｓ
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
デ
ー
タ
か
ら
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
歯
周

病
と
認
知
症
の
関
係
の
裏
付
け
が

し
っ
か
り
と
示
さ
れ
た
こ
と
は
驚

き
で
し
た
。

　

先
生
の
お
話
を
聞
い
て
、
私
た

ち
歯
科
医
師
の
行
っ
て
い
る
日
々

の
歯
周
治
療
、
う
蝕
治
療
が
全
身

炎
症
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
そ
れ

が
認
知
症
の
悪
化
や
発
症
を
抑
え

て
い
る
の
だ
と
理
解
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
咬
合
の
回
復
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

歯
科
疾
患
は
直
接
生
命
を
脅
か

す
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
生
活

の
質
、
人
生
を
豊
か
に
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
患
者
さ
ん
に

　

座
談
会
の
開
催
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
疑
問
に
感
じ
て

い
た
こ
と
等
、
他
院
の
方
か
ら
の

質
問
等
を
含
め
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　

桂
先
生
の
お
話
も
大
変
分
か
り

や
す
く
、
配
布
さ
れ
た
プ
リ
ン

ト
、
冊
子
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
て
く
だ
さ
り
あ
っ
と
言
う
間
の

２
時
間
で
し
た
。

　

労
務
管
理
に
関
し
て
は
全
く
素

人
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
疑
問
に
感
じ

る
こ
と
な
く
、
安
心
し
、
満
足
し

て
働
け
る
職
場
作
り
へ
改
善
し
て

い
か
な
く
て
は
と
痛
感
致
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
参
加
で
後
か
ら
色

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
５
月
11

日
、
加
古
川
商
工
会
議
所
で
元
大

手
前
短
期
大
学
教
授
の
水
原
道
子

先
生
を
講
師
に
招
い
て
、
職
員
接

遇
研
修
会
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
接

遇
の
基
本
と
話
し
方
」
を
開
催

し
、
25
人
が
参
加
し
た
。
川
井
整

形
外
科
の
松
本
知
之
理
学
療
法
士

と
川
井
俊
介
院
長
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

々
聞
い
て
お
け
ば
良
か
っ
た
こ
と

等
も
あ
り
、
次
回
は
き
ち
ん
と
準

備
し
て
い
き
た
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
継
続
し
て
こ
の
よ
う
な
場
を

設
け
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

【
伊
丹
市
・
吉
村
耳
鼻
咽
喉
科

　

 

事
務
長　

吉
村
真
理
子
】

す
。
相
手
を
思
い
や
る
声
か
け

は
、
医
療
機
関
の
評
判
を
良
く
す

る
た
め
に
一
人
で
行
う
の
で
は
な

く
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
丸
と
な

り
患
者
様
を
思
い
〝
笑
顔
・
あ
い

さ
つ
・
心
配
り
〞
と
共
に
行
う
こ

と
で
、
よ
り
信
頼
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
知
り
ま
し
た
。
①
笑

顔
は
、
目
を
細
め
右
肩
を
少
し
下

げ
相
手
の
右
目
を
見
る
、
②
あ
い

さ
つ
は
少
し
高
い
声
色
、
聞
こ
え

る
声
で
は
っ
き
り
伝
え
る
、
③
心

配
り
は
、
患
者
様
に
関
心
を
持
ち

小
さ
な
変
化
や
出
来
事
を
伝
え

る
。

　

研
修
後
に
、
職
員
に
は
自
分
自

身
が
で
き
て
い
る
か
を
振
り
返
っ

て
も
ら
い
、「
聞
き
取
り
や
す
い

声
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

か
」「
患
者
様
に
関
心
を
持
ち
変

化
や
出
来
事
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
」
な
ど
多
く
の
反
省

点
が
出
て
き
ま
し
た
。
患
者
様
に

よ
り
気
持
ち
よ
く
、
安
心
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
声
か
け
や
心
配
り
を

行
っ
て
い
く
べ
き
か
を
再
度
考
え

て
い
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
研
修
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

職
員
に
対
し
て
も
学
ん
だ
接
遇
ポ

イ
ン
ト
を
共
有
し
、
当
院
の
接
遇

力
の
向
上
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
大
変
有
意
義
な
ご

講
演
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現

場
に
活
か
し
、
患
者
様
へ
届
く
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【 

高
砂
市
・
川
井
整
形
外
科

 

理
学
療
法
士　

松
本　

知
之　

 

院
長　

川
井　

俊
介
】

　

協
会
は
５
月
25
日
、「
開
業
医

が
知
っ
て
お
き
た
い
法
知
識
〜

『
応
召
義
務
』
と
『
医
療
機
関
の

労
働
問
題
』
を
中
心
に
〜
」
を
テ

ー
マ
に
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

の
野
田
倫
子
弁
護
士
を
講
師
に
招

い
て
、
医
院
経
営
研
究
会
を
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
29
人
が
参
加
し
た
。
野
村
医

院
事
務
長
の
笠
井
裕
美
氏
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

日
々
の
診
療
行
為
の
中
の
最
近

の
出
来
事
で
す
が
、
診
療
時
の
ご

不
満
を
院
内
で
は
何
も
お
っ
し
ゃ

ら
な
い
で
、
グ
ー
グ
ル
の
口
コ
ミ

に
投
稿
さ
れ
、
拡
散
す
る
と
い
う

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

投
稿
さ
れ
て
い
る
と
医
院
に
情

報
が
入
り
、
す
ぐ
さ
ま
お
詫
び
の

投
稿
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
ネ
ッ

ト
社
会
で
の
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
守
る
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
召
義
務
と
患
者
対
応
や
医
療

機
関
の
労
働
問
題
を
中
心
に
、
様

々
な
具
体
例
を
挙
げ
て
講
義
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
応
召
義
務
に

応
じ
な
く
て
も
よ
い
「
正
当
な
事

由
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
考
え

方
と
し
て
①
患
者
に
つ
い
て
緊
急

対
応
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
（
病

状
の
深
刻
度
）、
②
診
療
を
求
め

ら
れ
た
の
が
診
療
時
間
・
勤
務
時

間
内
で
あ
る
か
ど
う
か
、
③
患
者

と
医
療
機
関
・
医
師
・
歯
科
医
師

の
信
頼
関
係
の
有
無
の
三
つ
を
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
問
題
事
例
が
起
き

た
時
、
患
者
の
言
い
分
を
よ
く
傾

聴
す
る
こ
と
、
患
者
の
言
動
や
交

渉
過
程
を
分
か
り
や
す
く
記
録
し

て
お
く
こ
と
、
ま
た
患
者
へ
の
説

明
を
尽
く
し
、
大
問
題
に
発
展
し

な
い
よ
う
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
尼
崎
市
・
野
村
医
院

 

事
務
長　

笠
井　

裕
美
】

　

こ
の
た
び
、
当
院
の
職
員
10
人

が
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
の
基

本
と
話
し
方
」
に
つ
い
て
の
ご
講

演
に
参
加
し
、
学
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
職
員
の
中
に
は
医
療
現
場

が
ま
だ
数
カ
月
と
い
う
ス
タ
ッ
フ

も
お
り
、
大
変
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
講
演
の
な
か
で
も
一
番
感
銘

を
受
け
た
内
容
は
、「
相
手
を
思

う
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
で

定
着
率
が
高
い
医
療
機
関
の

工
夫
を
紹
介
し
た
桂
先
生　

歯
周
病
と
認
知
症
の
関
係
を
詳
し
く

説
明
す
る
武
先
生　
　
　
　
　
　
　

水原先生は患者から信頼感を
得るためのコツを紹介　　　

加
古
川
・
高
砂
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

加
古
川
・
高
砂
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

相
手
を
思
う
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感

感 想 文

医
院
経
営
研
究
会
「
法
知
識
」

医
院
経
営
研
究
会
「
法
知
識
」

開
業
医
の
応
召
義
務
か
ら

患
者
対
応
を
考
え
る

感 想 文

医
療
機
関
で
の
患
者
対
応
で
の
ト
ラ

ブ
ル
事
例
を
紹
介
す
る
野
田
弁
護
士

緊
急
事
態
に
備
え
た
、
即
応
体
制
の

整
備
の
重
要
性
を
語
る
旭
先
生　
　

歯
科
定
例
研
究
会
「
歯
周
病
と
認
知
症
」

緊
急
事
態
予
防
の

大
切
さ
再
確
認

感 想 文 歯
科
定
例
研
究
会
「
緊
急
対
応
と
有
病
者
治
療
」

ミニチラシのご注文、お問い合わせは、☎078－393－1840まで

健康情報テレホンサービス
通話料無料（0120）979-451
　ポスター、ミニチラシを受付に置いていただくな
ど、ご案内にご協力よろしくお願いいたします。
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福
島
原
発
が
破
局
的
事
故
を
起

こ
し
て
か
ら
す
で
に
13
年
以
上
の

歳
月
が
流
れ
た
。

　

事
故
自
体
は
一
向
に
収
束
で
き

な
い
ま
ま
、
時
が
流
れ
、
い
ま
だ

に
熔
け
落
ち
た
炉
心
の
状
態
す
ら

明
ら
か
で
な
い
し
、
む
し
ろ
事
故

が
予
想
以
上
に
深
刻
な
破
壊
を
伴

っ
て
い
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。

　

特
に
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
台

座
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
筋

の
構
造
物
で
あ
る
ペ
デ
ス
タ
ル

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
破
壊
さ
れ

て
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
。
こ
ん
な
状
態
で
い
ま

だ
に
原
子
炉
圧
力
容
器
が
格
納
容

器
の
床
に
落
ち
て
い
な
い
こ
と
が

不
思
議
だ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

倒
壊
し
て
格
納
容
器
を
破
壊
す
る

危
険
す
ら
あ
る
。

　

ま
た
、
原
子
炉
建
屋
内
へ
の
地

下
水
の
流
入
に
よ
り
放
射
能
汚
染

水
が
ど
ん
ど
ん
と
増
え
、
昨
年
夏

に
は
国
と
東
電
は
、
も
う
持
ち
こ

　

使
用
し
た
機
器
は
従
来
と
同
じ

堀
場
製
作
所
の
Ｐ
Ａ
―
１
０
０
サ

ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
ま
ず

は
そ
の
応
答
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
、
５
月
３
日
に
私
の
居
住
地
で

あ
る
長
野
県
松
本
か
ら
福
島
に
向

か
う
列
車
の
車
内
で
機
器
の
応
答

を
調
べ
た
。
そ
の
応
答
を
図
１
に

示
す
。

　

松
本
か
ら
福
島
ま
で
の
車
内
で

は
、
時
に
１
０
０
ｎ
Sv
／
ｈ
を
超

え
る
場
所
も
あ
っ
た
が
、
お
お
む

ね
10
〜
60
ｎ
Sv
／
ｈ
程
度
の
線
量

率
で
あ
っ
た
。

　

次
に
宿
泊
し
た
福
島
駅
前
の
ホ

テ
ル
で
、
５
月
４
日
朝
、
測
定
し

た
。

　

そ
の
結
果
を
図
２
に
示
す
。
20

ｎ
Sv
／
ｈ
か
ら
40
ｎ
Sv
／
ｈ
の
間

で
ば
ら
つ
い
て
は
い
る
が
、
お
よ

　

５
月
４
日
朝
、
福
島
駅
前
の
ホ

テ
ル
を
出
て
、
飯
舘
村
、
南
相
馬

市
、
大
熊
町
、
楢
葉
町
、
い
わ
き

市
な
ど
を
車
で
走
り
抜
け
な
が

ら
、
各
地
で
放
射
線
量
の
測
定
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
図
３
に
示

す
。

　

車
内
で
の
線
量
率
は
お
お
む
ね

40
ｎ
Sv
／
ｈ
前
後
で
推
移
し
た
。

特
に
市
街
地
の
舗
装
道
路
を
走
っ

て
い
る
時
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
時

々
、
１
０
０
ｎ
Sv
／
ｈ
を
超
え
る

時
が
出
現
し
た
が
、
そ
れ
は
市
街

地
を
出
、
い
わ
ゆ
る
「
除
染
」
が

な
さ
れ
て
い
な
い
場
を
通
る
時
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
後
に
述
べ
る
よ

う
に
高
速
道
路
で
も
切
り
通
し
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
走
る
と
き

に
は
線
量
率
が
増
加
し
た
。

　

飯
舘
村
で
は
、
例
年
訪
れ
て
き

た
よ
う
に
小
宮
の
大
久
保
金
一
さ

ん
の
お
宅
を
訪
問
し
た
。
こ
こ

は
、
汚
染
が
激
し
い
場
所
で
あ
っ

そ
35
ｎ
Sv
／
ｈ
程
度
と
安
定
し
て

い
る
。
比
較
的
低
い
線
量
率
で
落

ち
着
い
て
い
る
の
は
、
客
室
が
11

階
で
、
地
面
の
汚
染
か
ら
の
影
響

を
ほ
ぼ
受
け
な
い
た
め
で
あ
ろ

う
。

超
え
た
（
写
真
④
）。

　

い
ま
現
在
、
空
間
線
量
率
に
最

大
の
寄
与
を
し
て
い
る
放
射
性
核

種
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
（
Ｃ
ｓ
―

１
３
７
）
で
、
そ
の
半
減
期
は
30

・
１
年
で
あ
る
。
フ
ク
シ
マ
事
故

か
ら
13
年
が
経
っ
た
と
言
っ
て

も
、
汚
染
の
74
％
は
残
っ
て
い

る
。

で
あ
る
。
で
も
、
人
が
居
住
す
る

場
を
汚
染
さ
せ
た
ま
ま
に
は
で
き

な
い
の
で
、「
移
染
」
作
業
を
す

る
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ

る
。
そ
し
て
、
大
久
保
さ
ん
の
居

宅
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
移
染
」
が
な
さ
れ
た
場
で
は
、

そ
れ
な
り
に
線
量
率
が
下
が
る

が
、「
移
染
」
が
な
さ
れ
て
い
な

い
場
に
は
、
２
０
１
１
年
の
事
故

当
時
の
汚
染
が
い
ま
だ
に
残
っ
て

い
る
。

　

次
に
飯
舘
村
の
菅
野
芳
子
さ
ん

の
お
宅
を
訪
問
し
た
。
菅
野
さ
ん

の
お
宅
は
佐
須
公
民
館
の
道
路
を

挟
ん
で
向
か
い
に
あ
る
。

　

佐
須
公
民
館
は
も
と
も
と
小
学

校
が
あ
っ
た
場
所
で
、
フ
ク
シ
マ

事
故
後
は
除
染
作
業
な
ど
の
作
業

場
に
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
そ

の
場
は
、
お
よ
そ
１
０
０
ｎ
Sv
／

　

次
に
、
南
相
馬
市
の
大
町
病
院

を
表
敬
訪
問
し
た
が
、
市
街
地
は

「
移
染
」
の
効
果
で
あ
ろ
う
、
病

院
の
駐
車
場
を
含
め
、
50
ｎ
Sv
／

ｈ
程
度
で
落
ち
着
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
南
相
馬
市
小
高
区
に

設
立
さ
れ
た
「
お
れ
た
ち
の
伝
承

館
」
を
訪
ね
た
。

　

環
境
省
が
双
葉
町
に
作
っ
た
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承

館
は
、
開
館
ま
で
に
約
53
億
円
の

ｈ
程
度
の
線
量
率
で
（
写
真

⑤
）、
菅
野
さ
ん
の
お
宅
に
入
れ

ば
、
数
十
ｎ
Sv
／
ｈ
に
下
が
っ
た

（
写
真
⑥
）。

　

そ
の
後
、
昨
年
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
菅
野
榮
子
さ
ん
の
墓
の
お

参
り
に
行
っ
た
。
地
区
の
は
ず
れ

の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
っ
た
が
、

そ
こ
は
「
移
染
」
も
さ
れ
な
い
ま

ま
な
の
だ
ろ
う
。
２
０
０
ｎ
Sv
／

ｈ
を
超
え
た
（
写
真
⑦
）。

費
用
を
か
け
た
そ
う
だ
。
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
天
災
で
あ

る
。
で
も
、
福
島
原
発
事
故
が
引

き
起
こ
し
た
巨
大
な
被
害
は
人
災

で
あ
る
。
人
災
を
教
訓
化
す
る
た

め
に
は
加
害
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
大
切
な
は
ず
だ
が
、
そ

の
伝
承
館
で
は
、
国
や
東
電
の
責

任
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
し
、

説
明
員
は
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
伝
承

館
に
対
し
て
、
被
害
を
受
け
た
人

た
ち
の
歴
史
を
伝
承
し
よ
う
と
し

て
、「
お
れ
た
ち
の
伝
承
館
」
は

作
ら
れ
た
。

　

長
年
「
も
や
い
展
」
を
続
け
て

き
た
芸
術
家
た
ち
が
地
域
の
住
民

た
ち
の
協
力
を
得
て
作
り
上
げ
た

も
の
で
あ
る
（
写
真
⑧
・
⑨
）。

「
お
れ
た
ち
の
伝
承
館
」
を
作
り

上
げ
て
く
れ
た
人
た
ち
の
善
意
を

金
銭
で
測
る
こ
と
は
で
き
な
い

　

も
と
も
と
「
除
染
」

と
称
さ
れ
る
作
業
は
、

放
射
能
を
消
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
汚
染

し
た
土
や
汚
染
さ
れ
た

樹
木
を
切
り
倒
し
て
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
詰

め
、
そ
の
場
か
ら
別
の

場
に
移
動
さ
せ
た
に
過

ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、

私
は
そ
の
作
業
を
「
移

染
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

放
射
能
に
関
す
る
限

り
「
移
染
」
は
問
題
を

先
送
り
し
て
い
る
だ
け

た
が
、
大
久
保
さ
ん
は
お
母
さ
ん

の
た
っ
て
の
希
望
で
事
故
後
短
期

で
自
宅
へ
戻
り
、
ず
っ
と
生
活
し

て
き
た
。
広
大
な
敷
地
は
ま
さ
に

「
桃
源
郷
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
ほ
ど
に
花
々
で
彩
ら
れ
て
い
る

（
写
真
①
）。

た
え
ら
れ
な
い
と
し
て
放
射
能
汚

染
水
を
海
に
捨
て
始
め
た
。

　

敷
地
外
の
汚
染
も
フ
レ
コ
ン
バ

ッ
グ
に
詰
め
ら
れ
た
汚
染
土
が
い

ま
だ
に
そ
こ
こ
こ
に
残
り
、
一
部

は
現
場
で
埋
め
ら
れ
、
一
部
は

「
中
間
」
貯
蔵
施
設
に
運
び
込
ま

れ
た
。
そ
れ
ら
の
今
後
も
見
通
し

が
立
た
な
い
。
も
ち
ろ
ん
山
林
の

除
染
な
ど
で
き
よ
う
は
ず
も
な

い
。
短
半
減
期
の
放
射
性
核
種
は

す
で
に
消
え
て
く
れ
た
が
、
汚
染

の
主
成
分
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
の
半
減
期
は
30
年
で
、
13
年
た

っ
た
今
で
も
74
％
が
残
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
兵
庫
県
保
険
医
協
会

の
方
々
と
汚
染
の
調
査
を
行
っ
て

き
て
、
そ
の
都
度
報
告
も
書
い
て

き
た
。

　

今
回
は
、
２
０
２
４
年
５
月
３

日
か
ら
５
日
に
か
け
て
調
査
を
行

っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す

る
。

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

　

兵
庫
協
会
は
東
日
本
大
震
災
・

福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
る
被
災
地
へ
の

訪
問
活
動
を
５
月
３
日
〜
５
日
に

実
施
。
森
岡
芳
雄
副
理
事
長
、
広

川
恵
一
顧
問
が
参
加
し
、
元
京
都

大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
の
小
出

裕
章
氏
に
同
行
い
た
だ
き
、
放
射

線
量
の
測
定
・
分
析
を
依
頼
し

た
。
小
出
氏
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載

す
る
。（
次
号
に
森
岡
副
理
事
長

の
参
加
記
を
掲
載
予
定
）

深
刻
な
事
故
に
よ
る
破
壊

徐
々
に
明
ら
か
に

「
移
染
」
さ
れ
な
い
場
所
は

い
ま
だ
事
故
当
時
の
汚
染
残
る

福
島
現
地
で
の
測
定

使
用
し
た
機
器
の
応
答

地
域
住
民
に
よ
る
「
お
れ
た
ち
の
伝
承
館
」

花
々
で
彩
ら
れ
た
大
久
保
金
一
さ
ん
の
桃
源
郷

（
飯
舘
村
小
宮
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
金
一
さ
ん
の
居
宅
前
で
の

線
量
率
の
表
示　
　
　
　
　
　
　

桃
源
郷
で
の
線
量
率
の
一
例

桃
源
郷
で
の
高
線
量
率
の
場
で
の
表
示

佐
須
公
民
館
裏
の
元
小
学
校
跡
地
で
の

線
量
率
の
表
示　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
野
榮
子
さ
ん
の
お
墓
周
辺
で
の

線
量
率
の
表
示　
　
　
　
　
　
　

菅
野
芳
子
さ
ん
宅
の
食
卓
テ
ー
ブ
ル

で
の
線
量
率
の
表
示　
　
　
　
　
　

この国の原子力政策
元京都大学原子炉実験所助教　小出　裕章氏

図３　福島県内放射線量率の変化

図１　松本から福島までの列車内での線量率の変化

図２　福島駅前ホテルでの線量率の変化

福
島
第
一
原
発

福
島
第
一
原
発

福島駅福島駅

福島県東部の地図

●①

●③

●⑤

●②

●④

●⑥

●⑦

　

居
宅
周
辺
だ
け
は

「
除
染
」
さ
れ
、
空
間

線
量
率
は
１
０
０
ｎ
Sv

／
ｈ
程
度
ま
で
収
ま
っ

て
い
る
（
写
真
②
）

が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
は

汚
染
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
。
８
時
半
近
く

か
ら
９
時
過
ぎ
ま
で
、

大
久
保
さ
ん
の
家
周
辺

を
測
定
し
て
歩
い
た

が
、
５
０
０
ｎ
Sv
／
ｈ

は
当
た
り
前
（
写
真

③
）、
特
に
高
い
場
所

で
は
２
０
０
０
ｎ
Sv
／

ｈ
（
２
μ
Sv
／
ｈ
）
を
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放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
投
棄

漁
民
は
一
貫
し
て
反
対

お
わ
り
に
―
原
発
事
故
の
傷
は
深
い

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
金
銭
し
か

か
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

私
た
ち
が
訪
れ
た
当
日
は
、
中

心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
中
筋

純
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
た
。

　

「
お
れ
た
ち
の
伝
承
館
」
周
辺

も
内
部
も
線
量
率
は
お
よ
そ
50

ｎ
Sv
／
ｈ
程
度
で
落
ち
着
い
て
い

た
。

　

次
に
、
双
葉
町
、
大
熊
町
を
車

で
走
っ
た
が
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た

ま
ま
の
建
屋
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在

し
て
い
る
ま
ま
だ
っ
た
（
写
真

　

そ
の
後
、
楢
葉
町
の
宝
鏡
寺
を

訪
ね
た
。
住
職
の
早
川
篤
雄
さ
ん

は
22
年
暮
れ
に
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
と
立
命
館
大

学
の
安
斎
育
郎
さ
ん
が
建
て
た

「
伝
言
館
」
を
お
連
れ
合
い
の
千

枝
子
さ
ん
が
守
っ
て
く
れ
て
い

た
。

　

宝
鏡
寺
敷
地
内
で
の
線
量
率
は

昨
年
訪
れ
た
時
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

土
が
む
き
出
し
で
な
い
本
堂
の
周

辺
で
は
60
か
ら
70
ｎ
Sv
／
ｈ
程
度

で
あ
っ
た
（
写
真
⑬
）。

　

そ
の
後
、
常
磐
道
を
「
い
わ
き

・
勿
来
Ｉ
Ｃ
」
ま
で
走
り
、
勿
来

（
な
こ
そ
）
漁
協
を
訪
ね
た
。
常

磐
道
を
走
行
中
の
車
内
で
測
定
し

た
線
量
率
は
図
３
に
示
し
て
あ
る

が
、
切
り
通
し
な
ど
の
場
で
は
数

百
ｎ
Sv
／
ｈ
に
な
る
場
が
あ
り
、

「
移
染
」
さ
れ
て
い
な
い
道
路
わ

き
な
ど
に
は
依
然
と
し
て
汚
染
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

勿
来
漁
協
で
は
、
組
合
長
の
芳

賀
文
夫
さ
ん
と
福
島
県
議
の
宮
川

え
み
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
。

福
島
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
を
海

に
流
す
こ
と
に
つ
い
て
漁
民
は
一

貫
し
て
反
対
し
て
き
た
こ
と
、
そ

れ
で
も
漁
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
、
獲
れ
た
魚
を
食
べ
な
が
ら

　

福
島
原
発
事
故
の
傷
は
深
い
。

破
壊
さ
れ
た
原
発
自
体
を
ど
う
で

き
る
か
も
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な

い
。
放
出
さ
れ
た
放
射
能
汚
染
も

消
え
な
い
。
一
部
は
「
除
染
」
と

称
し
て
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
詰
め

ら
れ
た
が
、
放
射
能
が
消
え
た
わ

け
で
は
な
い
。
一
度
は
中
間
貯
蔵

施
設
に
運
び
込
ま
れ
た
土
や
樹
木

に
含
ま
れ
て
い
た
放
射
能
も
消
え

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

従
来
の
日
本
の
法
令
で
は
１
㎏

当
た
り
１
０
０
Bq
を
超
え
る
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
を
含
ん
で
い
る
も
の

は
放
射
性
廃
物
と
し
て
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
で
も
フ
ク

シ
マ
事
故
後
、
国
は
そ
の
基
準
を

８
０
０
０
Bq
／
㎏
に
改
定
し
、
そ

れ
以
下
の
汚
染
物
は
全
国
に
ば
ら

も
原
発
に
は
反
対
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
う
か
が
っ
た
。

ま
い
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
る
。

全
国
に
ば
ら
ま
く
と
い
っ
て
も
、

野
放
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
管

理
さ
れ
た
状
態
で
堤
防
や
道
路
の

地
面
下
に
埋
め
る
の
で
安
全
だ
と

国
は
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
８

０
０
０
Bq
／
㎏
が
１
０
０
Bq
／
㎏

に
下
が
る
ま
で
に
は
１
９
０
年
の

歳
月
が
か
か
る
。
そ
ん
な
期
間
に

わ
た
っ
て
い
っ
た
い
誰
が
、
ど
う

い
う
組
織
が
管
理
す
る
と
い
う
の

だ
ろ
う
？

　

そ
の
上
、
こ
れ
ま
で
は
曲
が
り

な
り
に
も
管
理
さ
れ
て
き
た
放
射

能
汚
染
水
を
、
も
う
ど
う
し
よ
う

も
な
い
と
い
っ
て
海
に
流
し
始
め

た
。
海
は
漁
師
の
生
活
の
場
で
あ

る
。
そ
の
漁
師
た
ち
の
反
対
の
声

を
国
と
東
電
は
聞
か
な
い
。

　

フ
ク
シ
マ
事
故
を
受
け
て
発
令

さ
れ
た
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣

言
」
は
い
ま
だ
に
解
除
で
き
な
い

ま
ま
だ
が
、
今
後
、
原
子
力
利
用

を
さ
ら
に
進
め
る
方
向
に
自
民
党

の
岸
田
政
権
は
舵
を
切
っ
た
。
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
の
汚
染
は
１
０
０

年
た
っ
て
も
10
分
の
１
に
し
か
減

ら
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
国

は
１
０
０
年
後
も
「
原
子
力
緊
急

事
態
宣
言
」
を
続
け
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

　

あ
ま
り
に
愚
か
な
こ
の
国
の
原

子
力
政
策
に
呆
れ
る
。

⑩
）。
移
動
中
の
車
中
で
測
っ
た

線
量
率
に
つ
い
て
は
図
３
に
示
し

た
。
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
走
行
し

て
い
る
だ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
線

量
率
は
数
百
ｎ
Sv
／
ｈ
、
高
い
時

に
は
１
８
０
０
ｎ
Sv
／
ｈ
の
値
を

示
し
た
。

　

新
し
く
作
ら
れ
た
大
野
駅
は
人

っ
子
一
人
お
ら
ず
、
周
辺
で
は
新

し
い
箱
モ
ノ
を
作
る
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
し
（
写
真
⑪
）、
災

害
復
興
住
宅
が
建
て
ら
れ
（
写
真

⑫
）、
な
に
が
し
か
の
住
民
が
戻

っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

「おれたちの伝承館」内部

勿来漁協前で、組合長の芳賀文夫さん（左端）と
福島県議の宮川えみ子さん（中央）と。右から２
人目が小出氏　　　　　　　　　　　　　　　　

宝
鏡
寺
本
堂
前
で
の
線
量
率
の
表
示

大
野
駅
前
で
新
し
く
作
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
建
物　
　
　
　
　
　
　
　

双
葉
町
で
打
ち
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
の
建
物

大
野
駅
近
く
の
災
害
復
興
住
宅

東日本大震災・福島第一原発事故東日本大震災・福島第一原発事故
被災地訪問・線量測定レポート被災地訪問・線量測定レポート
（2024年５月３日～５日）（2024年５月３日～５日）

あまりに愚かな

●⑩

●⑨

●⑪

●⑧

●⑫

●⑬

●⑭

「ALPS処理水」の海洋放出中止
と新たな汚染水の発生を抑える
抜本対策を求める要請署名への
ご協力のお願い

▶オンライン署名は
こちらから　　

署名「原発事故は国の責任です」
ご協力のお願い

上記、署名用紙の追加注文・お問い合わせは、☎078－393－1807までお問い合わせは、☎078－393－1840まで

　原発事故に対する国の責任を不問にした最高裁判決
（2022年６月17日）を正し、国策である原発が事故を
起こした場合の責任が国に課せられることを認めさせ
るよう、今後の高裁・地裁判決、新たな最高裁判決に
よって明確にさせるよう求めるものです。

西宮・芦屋支部

東日本大震災・能登半島地震
第16回被災地交流／物産・物品展

　被災地との交流のため、岩手県宮古市「かけあしの会」はじめ物
産品販売・展示会を開催します。お気軽に足をお運びください。

販売予定商品抜粋（予定）
蒸し牡蠣、塩サイダー、宮古の塩こま粒、南部せんべい詰め合わ
せ、田老塩蔵わかめ、めがぶ汁、ひじき、とろろ昆布、イチゴ煮、
盛岡冷麺、なめこ汁、クルミゆべしなど
※人気商品　粒ドン、生うにも販売予定！

日　時　７月27日（土）９時～15時
西宮市内２会場同時開催

林医院

〒663－8113 西宮市甲子園口３丁目９－23
（JR甲子園口駅から南西に徒歩約８分）

広川内科クリニック
〒662－0845 西宮市神明町４－26
（JR西宮駅から北徒歩約７分、阪急西宮北口駅から南西へ徒歩約
12分）

※ ウクライナ被災市民・芸術家作品（絵画・
アクセサリー）展示・販売を行います
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副理事長　　吉岡　　巖

追悼　岡部桂一郎先生

岡部先生を悼む

　

協
会
の
理
事
や
監
事
、
加
古
川
・
高
砂
支
部
長
な
ど
を
務
め
ら
れ

た
岡
部
桂
一
郎
先
生
が
５
月
６
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
吉
岡
巌
副
理
事

長
の
追
悼
文
を
掲
載
す
る
。

　

岡
部
桂
一
郎
先
生
が
２
０
２
４

年
５
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

先
生
は
長
崎
大
学
医
学
部
を
卒

業
さ
れ
、
同
校
大
学
院
「
生
化

学
」
教
室
に
進
ま
れ
、
卒
業
後
は

ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
れ
、
奥
様
の

関
係
で
１
９
６
７
年
に
神
戸
大
学

医
学
部
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

産
婦
人
科
教
室
に
入
局
さ
れ

「
産
婦
人
科
医
」
と
し
て
の
第
一

歩
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
生
と
は
、
産
婦
人
科
医
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
は
違
い
ま
し
た

が
、
年
齢
が
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
の

で
大
学
で
も
親
し
く
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
は
県
立
加
古
川

病
院
を
経
て
加
古
川
市
民
病
院
産

婦
人
科
部
長
と
し
て
多
く
の
症
例

　

加
古
川
市
民
を
退
職
後
は
高
砂

市
で
「
心
療
内
科
・
神
経
・
産
婦

人
科
」
で
ご
開
業
さ
れ
、「
保
険

医
協
会
」
の
活
動
に
も
関
わ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
加
古
川
・
高
砂

支
部
長
・
協
会
理
事
・
監
事
等
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
物
静
か
で
本
を
読
ん

だ
り
、
も
の
を
書
い
た
り
す
る
こ

と
を
好
ま
れ
て
い
た
の
で
、
産
科

医
の
「
バ
タ
バ
タ
」
し
た
生
活
に

よ
く
適
応
さ
れ
た
と
感
服
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

定
年
後
の
心
療
内
科
を
中
心
に

さ
れ
た
診
療
体
制
は
、
先
生
の
お

気
持
ち
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
播
地
区
の
産
婦
人
科
研
究
会

で
も
よ
く
お
会
い
し
、
懇
親
会
の

席
上
で
「
婦
人
科
よ
り
心
療
内
科

の
方
が
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
尋
ね
た
時
は
、
笑
っ
て

「
肯
定
も
否
定
も
」
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
開
業
を
終
了
し
施

設
の
勤
務
医
を
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
心
療
内
科
等
の
経
験
が
役

立
ち
、
産
婦
人
科
医
で
は
務
ま
ら

な
い
医
療
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
持
病
の
糖
尿
病
が
進

行
し
た
た
め
、
勤
務
医
生
活
も
断

念
し
、
協
会
や
婦
人
科
医
会
の
方

も
引
退
さ
れ
闘
病
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
ご
家
族
に
看
取

ら
れ
て
享
年
86
歳
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
奥
様
に
お
会
い
し
た
時

に
「
岡
部
は
悔
い
の
な
い
、
い
い

人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
言

わ
れ
た
よ
う
に
、
傍
目
に
見
て
も

様
々
な
ご
経
験
を
さ
れ
た
、
意
義

あ
る
人
生
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

小
生
に
悔
い
が
残
る
と
し
た

ら
、
晩
年
に
も
う
一
度
お
目
に
か

か
っ
て
語
り
合
え
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。

　

岡
部
先
生
、
ご
ゆ
っ
く
り
お
休

み
く
だ
さ
い
。

合
掌

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

小
生
は
明
石
で

「
産
婦
人
科
」
を
開

業
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
加
古
川
市
民
時

代
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「
未
熟
児
」
搬
送
や

「
母
体
搬
送
」
で
ご

多
忙
の
先
生
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

1938年３月生まれ。1962年長崎大学
卒業。1998年5月に高砂市で岡部医
院開業

評議員　2001年７月～07年５月
理　事　2007年６月～09年５月
監　事　2009年６月～21年５月
参　与　2021年６月～
加古川・高砂支部幹事
 2003年10月～06年９月
同支部長　2009年10月～18年10月
同相談役　2018年11月～

岡部桂一郎先生（享年86歳）

　

但
馬
支
部
は
、
６
月
８
日
に
豊

岡
市
内
で
「
他
科
を
知
る
会
・
皮

膚
科
専
門
医
に
聞
く
〝
開
業
医
で

こ
こ
ま
で
診
て
ほ
し
い
〞」
を
開

催
。
公
立
豊
岡
病
院
皮
膚
科
部
長

の
秋
山
創
先
生
が
講
演
し
、
会
員

17
人
（
来
場
２
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
15

人
）
が
参
加
し
た
。
座
長
を
務
め

た
黒
瀬
博
計
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

　

秋
山
先
生
に
は
、
講
演
に
先
立

ち
あ
ら
か
じ
め
参
加
者
か
ら
事
前

質
問
を
受
け
て
く
だ
さ
り
、
て
い

ね
い
な
資
料
を
作
成
い
た
だ
い
た

上
で
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帯
状
疱
疹
、
蕁
麻
疹
、
疥
癬
、
乾

癬
、
皮
膚
掻
痒
症
な
ど
、
実
臨
床

で
遭
遇
し
や
す
い
疾
患
に
つ
い

て
、
診
断
と
治
療
だ
け
で
な
く
ケ

ア
の
方
法
な
ど
実
践
的
な
内
容
を

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

但
馬
の
各
自
治
体
で
も
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
診
察
室
で
も

く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
老

人
施
設
の
入
所
者
の
診
療
を
行
う

機
会
が
多
い
私
に
と
っ
て
、
疥
癬

に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
複
数
の
先
生

よ
り
、
薬
疹
、
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏

の
使
い
方
、
湿
疹
か
白
癬
に
迷
っ

た
と
き
の
薬
剤
選
択
な
ど
、
日
常

診
療
で
の
悩
み
事
に
つ
い
て
質
問

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
一

つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
も
、
分
か
り

や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
の
先
生
方
か
ら
も

熱
心
に
意
見
交
換
を
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
検
討
会
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
山
先
生
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
私
た
ち
の
事
前
質
問
に

回
答
す
る
た
め
、
直
前
ま
で
資
料

作
成
に
時
間
を
費
や
し
て
く
だ
さ

っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
々
の
診
療
で
患
者
さ
ん
よ
り

皮
膚
疾
患
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

は
少
な
く
な
く
、
ど
こ
ま
で
私
た

ち
が
治
療
を
続
け
て
よ
い
も
の

か
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
皮
膚
科

専
門
医
に
コ
ン
サ
ル
ト
す
べ
き

か
、
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
皮
膚
科
知
識
を
生
か

し
て
、
診
療
技
術
の
向
上
並
び

に
、
円
滑
な
病
診
連
携
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
貴
重

な
勉
強
の
場
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。【

朝
来
市

黒
瀬　

博
計
】

帯
状
疱
疹
や
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
帯
状
疱
疹
の
診
断
、
治
療

薬
の
選
択
、
２
種
の
ワ
ク
チ
ン
の

特
性
な
ど
丁
寧
に
説
明
い
た
だ

き
、
今
後
の
日
常
診
療
に
向
け
て

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

疥
癬
に
つ
い
て
も
、
診
断
方
法

や
治
療
薬
だ
け
で
な
く
、
疾
患
や

ダ
ニ
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
の

介
護
指
導
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
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臨床で遭遇しやすい皮膚疾患につ
いて講演した秋山先生（右）と筆者

感
想
文

診療技術向上と
病診連携を確かに

但馬支部　他科を知る会但馬支部　他科を知る会

〈その４〉医科医科
新点数新点数ＱＱＡＡ＆＆

〈在宅医療DX情報活用加算〉
Ｑ１　施設基準において、「居宅同
意取得型のオンライン資格確認等シ
ステムの活用により、医師等が患者
の診療情報等を取得及び活用できる
体制を有していること」とあるが、
具体的にどのような体制を有してい
ればよいか。
Ａ１　オンライン資格確認等システ
ムを通じて取得された診療情報等に
ついて、電子カルテシステム等によ
り医師等が閲覧または活用できる体
制あるいはその他の方法により医師
等が診療計画の作成において診療情
報等を閲覧または活用できる体制を
有している必要があります。
　単にオンライン資格確認等システ
ムにより診療情報等を取得できる体
制のみを有している場合は該当しま
せん。
Ｑ２　施設基準において、「マイナ
保険証を促進する等、医療DXを通
じて質の高い医療を提供できるよう
取り組んでいる保険医療機関である
こと」を当該保険医療機関の見やす
い場所に掲示することとしている
が、「マイナ保険証を促進する等、
医療DXを通じて質の高い医療を提
供できるよう取り組んでいる」につ
いては、具体的にどのような取り組
みを行い、どのような掲示を行えば
よいか。
Ａ２　当該保険医療機関または患家
において「マイナ保険証をお出しく
ださい」等、マイナ保険証の提示を
求める案内や掲示を行う必要があり
ます。「保険証をお出しください」
等、単に従来の保険証の提示のみを
求める案内や掲示を行うことは該当
しません。

〈児童思春期支援指導加算〉
Ｑ３　通院・在宅精神療法の「注
10」児童思春期支援指導加算の施設
基準における「初診を実施した20歳
未満の患者の数」は、どのように考
えればよいか。
Ａ３　初診を実施した20歳未満の患
者の数とは、初診料の算定の有無に
関わらず、患者の傷病について医学
的に初診といわれる診療行為が行わ

※厚労省疑義解釈「その５」（５
月17日）、「その７」（５月31日）
より抜粋・改編

れた20歳未満の患者の数を指しま
す。
Ｑ４　通院・在宅精神療法の「注
10」児童思春期支援指導加算の施設
基準において、「当該保険医療機関
が過去６か月間に初診を実施した20
歳未満の患者の数が、月平均８人以
上であること」とあるが、すでに当
該加算の算定を開始している医療機
関において、過去６カ月間に初診を
実施した20歳未満の患者の数が月平
均８人未満となった場合の取り扱い
は。
Ａ４　2026年（令和８年）５月31日
までの間に限り、過去１年以内の連
続する６月において、初診を実施し
た20歳未満の患者の数が月平均８人
以上であれば、当該基準を満たすも
のとされます。

〈ベースアップ評価料〉
Ｑ５　ベースアップ評価料につい
て、患者等に対して説明する場合
は、どのような対応をすればよい
か。
Ａ５　厚生労働省は、同省のホーム
ページに掲載している「リーフレッ
ト等を活用し、適切な対
応をお願いしたい」とし
ています。
https://x.gd/0sNLC

〈領収書〉
Ｑ６　「医療費の内容の分かる領収
証及び個別の診療報酬の算定項目の
分かる明細書の交付について」に規
定する別紙様式１の領収証につい
て、医科点数表14部「その他」の新
設により、「その他」の欄が追加さ
れたが、レセプトコンピュータまた
は自動入金機の改修が必要などやむ
を得ない事情により、「その他」の
欄の記載された領収証が発行できな
い場合について、どのように考えた
らよいか。
Ａ６　当分の間、改正前の領収証に
手書きで記載するまたは別に「その
他」の金額が記載された別紙を交付
するなど、患者が医療費の内容が分
かる形で運用している場合には、領
収証を発行しているものとみなされ
ます。
　なお、その場合であっても、早期
に別紙様式１の形式で領収証が発行
できるようにすることが望ましいと
されています。
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〈その７〉歯科歯科
新点数新点数ＱＱＡＡ＆＆

〈レジン前装金属冠（前装MC）〉
Ｑ１　前装MCの適用範囲につい
て、ブリッジの支台歯としては第一
小臼歯に限られていたが、６月から
第二小臼歯にも拡大されたが、⑤６
⑥のブリッジの際に、レセコンが⑤
だけでなく⑥も前装MCの小臼歯の
点数が出てくるが間違いか。
Ａ１　レセコンの間違いです。ブリ
ッジの支台歯としての前装MCは④
と⑤のみですのでご注意ください。
　なお、ポンティックについては、
６⑥分割抜歯後の６をレジン前装ポ
ンティックにより製作する場合は小
臼歯として算定します。

〈クラウン・ブリッジ維持管理料（補管）〉
Ｑ２　3/4冠（前歯の単冠）、4/5冠
（小臼歯の単冠）、全部金属冠（小
臼歯および大臼歯の単冠）、レジン
前装金属冠（単冠）が６月から補管
の対象外となったが、2024年５月31
日までに補管を算定した歯冠補綴物
については引き続き補管対象なの
か。
Ａ２　その通りです。2024年５月31
日以前に補管を算定した場合は、引
き続き２年間の維持管理の補管対象
です（例えば、2024年４月１日に全
部金属冠セット・補管算定⇒補管対
象期間は2026年３月31日まで）。

〈一般名処方加算の対象薬剤変更〉
Ｑ３　処方箋料の一般名処方加算に
ついて対象薬剤が変更されているの
か？
Ａ３　変更されています。一般名で
使用できる薬剤は、厚労省HPで公
表されている最新の一般名処方マス

20242024年度診療報酬改定年度診療報酬改定

最新の疑義解釈や訂正通知などはこちらで
ご確認いただけます

http://www.hhk.jp/kaitei2024/http://www.hhk.jp/kaitei2024/
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マ
イ
ナ
保
険
証
は
日
本
の

医
療
を
崩
壊
さ
せ
る

行
動
の
バ
ラ
ン
ス

川
西
市
・
歯
科　
　

島
津　

俊
二

灘
区　
　

岡
本　

好
司

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
時
計
な
ど
機

械
も
の
を
分
解
・
解
体
し
遊
び
ま

し
た
が
、
結
局
、
組
み
戻
せ
ず
放

置
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
解
体
す
る
と
ど
ん
な
影
響
が

出
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
現
在

ま
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
子
ど
も
の
こ

ろ
の
失
敗
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。

　

つ
ま
り
全
て
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

の
ト
ラ
ブ
ル
は
何
も
検
証
せ
ず
に

行
っ
た
た
め
の
当
然
の
ト
ラ
ブ
ル

だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
見
切
り
発
車
そ
の
も
の
で
す
。

さ
ら
に
マ
イ
ナ
保
険
証
に
至
っ
て

は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル

で
、
特
に
医
療
関
係
者
は
毎
日
が

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
労
働
組
合
が

で
き
た
。
そ
の
時
、「
聞
け
万
国

の
労
働
者
」
と
い
う
歌
の
曲
を
聴

い
て
驚
い
た
。
陸
軍
の
「
万
朶

（
ば
ん
だ
）
の
桜
か　

襟
の
色
」

と
い
う
軍
歌
と
同
じ
曲
だ
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
そ
の
意
味
で
こ

の
二
つ
の
歌
を
比
べ
て
み
る
と
、

軍
歌
は
敵
が
攻
め
て
き
た
時
に
守

っ
て
く
れ
る
働
き
を
す
る
し
、
労

働
組
合
は
組
合
員
の
安
寧
を
守
る

と
い
う
、
基
本
に
は
闘
争
心
と
い

う
感
性
が
共
通
し
て
い
る
と
思
っ

た
。

　

続
い
て
思
い
出
す
の
は
、
私
が

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
に
家
で
子
ど
も
の

テ
レ
ビ
の
歌
番
組
を
聞
い
て
い
た

時
の
こ
と
だ
。
長
男
は
２
歳
前
後

で
ま
だ
字
を
読
め
な
い
歳
で
あ
っ

た
が
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
奇
数

も
偶
数
も
判
別
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
番
組
が
始
ま
る
と
歌
詞
に
関

係
な
く
出
演
者
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
歌
っ

て
い
た
通
り
に
書
く
と
、「
チ
ン

ゲ
ン　

ド
ン
ガ
ラ
ガ
ッ
ツ　

ジ
ャ

ス
ト
ン
ピ
ー
ナ
ッ
ツ　

カ
レ
ー
ラ

イ
ス
」
と
し
か
聞
こ
え
な
い
。
し

か
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
曲
と
詩

は
受
け
取
り
方
が
違
う
と
い
う
こ

と
に
も
気
が
付
い
た
。

　

昔
、
あ
る
時
期
、
い
ろ
い
ろ
講

演
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
あ

る
労
働
組
合
の
お
招
き
を
受
け
て

健
康
に
つ
い
て
話
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

質
疑
応
答
の
時
に
、
聴
衆
中

で
、「
健
康
も
大
事
だ
け
れ
ど
組

合
活
動
も
大
事
だ
」
と
言
っ
た
方

が
い
た
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
発
言

者
に
「
仰
せ
も
ご
も
っ
と
も
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
組

合
活
動
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
時

に
お
子
様
方
は
ど
う
で
し
た

か
？
」
と
聞
い
た
ら
返
事
が
な
か

っ
た
。

　

そ
の
時
、
元
委
員
長
だ
っ
た
方

が
「
私
が
委
員
長
の
時
に
娘
が
家

出
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
困
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

　

私
は
「
活
躍
さ
れ
て
い
た
時
、

組
合
活
動
も
大
事
で
す
が
、
使
命

感
が
過
ぎ
て
、
家
庭
が
つ
ぶ
れ
た

ら
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

あ
た
り
の
調
和
を
取
り
な
が
ら
運

動
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
に
思
い
ま

す
」
と
申
し
上
げ
て
納
得
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

一
つ
の
物
が
動
い
た
時
に
他
に

も
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
改
め
て

知
っ
た
。
組
合
の
偉
い
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
、
経
営
の

バ
ラ
ン
ス
の
中
で
喧
嘩
に
な
ら
な

い
よ
う
に
話
し
合
う
こ
と
を
研
究

し
て
い
た
だ
い
た
ら
嬉
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
最
前
線
に
い
る

の
で
、
そ
ん
な
マ
イ
ナ
保
険
証
が

信
頼
に
値
す
る
も
の
と
は
思
え
な

い
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
自
体
、
強
制
で
は
な
い
と
言
い

つ
つ
皆
保
険
と
連
動
さ
せ
る
な

ど
、
国
民
を
愚
弄
す
る
行
為
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
国
民
を
だ
ま
す

よ
う
な
制
度
設
計
に
怒
り
す
ら
感

じ
ま
す
。
そ
ん
な
に
も
能
力
の
な

い
者
た
ち
に
医
療
制
度
を
任
せ
ら

れ
ま
す
か
。

　

わ
た
し
は
嫌
で
す
。

　

そ
も
そ
も
私
は
「
民
主
主
義
は

監
視
管
理
さ
れ
な
い
自
由
を
ど
れ

だ
け
確
保
す
る
か
」
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
十
数
年
前
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
計
画
さ
れ
情
報
の
一

元
化
、
つ
ま
り
個
人
情
報
の
ワ
ン

カ
ー
ド
化
が
計
画
さ
れ
た
と
聞

き
、
猛
烈
に
反
対
し
、
声
を
上
げ

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
想
像
以
上
に
制
度
は
不

備
の
ま
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
で
火
事
場

泥
棒
の
よ
う
に
加
速
し
て
い
き
、

混
乱
が
混
乱
を
生
ん
で
い
ま
す
。

先
日
、
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
進

ま
ぬ
自
治
体
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
活
用
に
く
ぎ
を
刺
し
た
発

言
を
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
に
も
想

像
で
き
な
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
連

日
に
起
こ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
活
用
が

公
務
員
で
４
％
台
、
自
衛
隊
で
は

２
％
台
で
す
。
彼
ら
の
反
応
を
見

る
と
、
一
般
国
民
以
上
に
マ
イ
ナ

保
険
証
の
問
題
点
が
わ
か
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
先
日
、
偽
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
で
携
帯
情
報
を
取
得
す
る
詐
欺

事
件
が
発
覚
し
ま
し
た
（
公
開
さ

れ
て
い
る
、
市
会
議
員
の
生
年
月

日
を
取
得
し
て
偽
造
し
た
も
の
で

す
）。
た
や
す
く
偽
カ
ー
ド
が
つ

く
ら
れ
る
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
個
人

証
明
に
は
使
え
な
い
の
で
す
。
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
の
読
み
取
り
機
が
ど
こ

で
も
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の

機
器
で
す
ら
不
安
定
で
す
か
ら
、

信
頼
に
は
値
し
ま
せ
ん
。

　

オ
ン
資
裁
判
報
告
会
で
指
摘
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
都
市
部
に
医

療
が
集
中
し
、
医
療
難
民
が
こ
の

ま
ま
で
は
続
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
確
認
で
は
、

ト
ラ
ブ
ル
は
相
変
わ
ら
ず
続
出

し
、
さ
ら
に
都
市
部
以
外
で
は
通

信
網
も
不
安
定
、
震
災
で
の
不
安

は
そ
の
ま
ま
で
す
。

　

対
応
機
器
に
費
用
が
か
か
り
す

ぎ
る
し
、
人
材
も
確
保
で
き
ま
せ

ん
。
ベ
テ
ラ
ン
医
師
、
歯
科
医
師

を
現
場
か
ら
退
場
さ
せ
る
よ
う

な
、
こ
ん
な
制
度
は
ま
さ
に
税
金

の
無
駄
遣
い
そ
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
会
計
検
査
院
の
報
告

を
待
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本件に対するお問い合わせは、☎078－393－1807まで

空気の汚れ調査（６／13－14）
カプセルご返送ください！

※ 使用しなかったカプセルや調査がうまくいかなかったカプセルも
リユースするため返信用封筒で必ず返送をお願いします

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

タでご確認ください
（QRコード参照）。
　歯科で用いるフロモ
ックス錠100mgのジェ
ネリック医薬品「セフ
カペンピボキシル塩酸塩錠100mg」
や、「アモキシシリン錠250mg（カ
プセルも）」「カロナール細粒20％」
「クラリスロマイシン錠200mg」「ジ
クロフェナクNa徐 放カプセル
37.5mg」「アシクロビル錠200mg」
などが一般名処方加算の対象医薬品
から外れています。ご注意くださ
い。

〈歯科診療特別対応加算（特）〉
Ｑ４　著しく歯科診療が困難な患者
に対する加算である歯科診療特別対
応加算（特）が、歯科診療特別対応
加算１（特１・175点）と、歯科診
療特別対応加算２（特２・250点）、
歯科診療特別対応加算３（特３・
500点）の三つに改変された。
　診療時間が１時間を超えた場合は
以降30分ごとに100点を加算する、
とあるが、レセコンが１時間以内で
も開始時間と終了時間の摘要欄記載
を求めてくる。時間要件ができたの
か。
Ａ４　レセプト摘要欄には、診療に
要した時間が１時間を超えた場合の
加算を算定する場合のみ、「診療の
開始時間●時●分」「診療の終了時
間●時●分」を記載します。通常は
時間の記載は不要です。なお、特を
算定時はこれまで通りカルテには
「その日の患者の状態」や、特２の
専門的技法を用いた場合は技法の名
称、感染症患者の場合はその病名を
カルテに記載します（下図参照）。

脳性麻痺等

知的障害等
特１ 175点

重症の呼吸器疾患等（喘息患
者から拡大）

日常生活に支障を来すような
症状・行動

＋
治療環境に円滑に適応でき
るような専門的技法を用い

た場合　

特２　250点
人工呼吸器を使用または気管
切開等
強度行動障害

厚生労働大臣が指定する感染
症に罹患し，必要な感染対策
を講じる必要がある状態

特１ 175点

＋ 個室または陰圧室で治療※ 特２　250点
※訪問診療の場合は適応外

「新型インフルエンザ等感染
症等」の患者 ＋ 感染対策を実施した上で治療 特３ 500点
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図　COVID-19による神経後遺症の発症機序はじめに
　新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）後遺症にはさまざま
な名称があるが、SARS-CoV-2ウイ
ルスの直接的影響をとらえる狭義の
用語として、post-acute sequelae of 
SARS-CoV-2 infection（PASC）が推
奨されている。PASCの臨床像を検
討した米国のRECOVER研究では、
特徴的な13の症状が特定されたが、
そのなかには嗅覚・味覚障害、ブレ
インフォグ、疲労、運動異常症とい
った神経症状が含まれていた。また
ブレインフォグのみならず、2022年
に15万人以上のCOVID-19患者を対
象とする大規模研究にて認知機能障
害が生じることも明らかにされてい
る。
　本稿では、COVID-19に伴う認知
機能障害に関して、臨床研究、画像
・病理研究、病態研究、治療研究に
分けて概説したい。

臨床研究
ａ）PASCにおける認知機能障害
　10カ国による大規模コホート研究
において、PASCの症状の頻度は、
発症３カ月後において呼吸障害60.4
％、疲労51.0％、認知機能障害35.4
％と報告されている。また米国退役
軍人省データベースを用いた
COVID-19患者15万4068人を含む研
究で、発症12カ月後における全神経
学的後遺症のハザード比は1.42、認
知・記憶障害は1.77、アルツハイマ
ー病は2.03と報告された。
ｂ）認知機能障害の危険因子
　PASCにおける認知機能障害の危
険因子として、①高齢者、②急性期
が重症であること、③持続的な嗅覚
障害が報告されている。まず①②に
関しては、中国武漢での感染者1438
人の12カ月後の認知機能を評価した
研究で、認知症の有病率は12.4％で
あり、また60歳以上の入院患者では
リスクが上昇すること、および急性
期に重症であった症例では認知機能
障害が高度であることが報告され
た。またノルウェーの研究では、罹
患６カ月後に記憶障害を呈する頻度
は高齢ほど高く、60歳以上では24％
であった。

　③に関しては、アルゼンチンの電
子医療記録を用いた研究で、成人
766人を抽出し、１年間、前方視的
に追跡したところ、３カ月を超えて
嗅覚障害が持続する場合、認知機能
障害はおよそ1.5倍増加することが
示されている。

画像・病理研究
　多くの研究が報告されているが、
以下の報告が注目される。英国UK 
Biobankに登録された感染者401人の
感染前と感染４カ月半後の頭部MRI
を比較したところ、眼窩前頭皮質、
および海馬傍回の灰白質厚および組
織コントラストの大幅な減少、なら
びに全脳サイズの大幅な減少を認め
た。この眼窩前頭皮質の萎縮は米国
の研究でも確認され、 さらに
COVID-19で死亡した26人から採取
した眼窩前頭領域の脳組織の病理学
的検討で、５人に組織傷害を認め、
全細胞の37％がスパイク蛋白陽性
で、特にアストロサイトに感染を多
く認めた。
　またマカクザルに対する経鼻的な
感染実験が行われ、若年のサルでは
認めなかった眼窩前頭皮質への感染
が、老齢ザルでは認められたことが
報告された。

病態研究
ａ）PASCの病態機序
　PASCの病態機序としては、①持
続感染、②腸内細菌叢への影響、③
自己免疫、④微小血管血栓症、⑤ウ
イルス再活性化、⑥迷走神経機能障
害といった可能性が指摘されている
が、いずれか単独ではなく、複数が
関与して発症すると考えられている
（図）。②④⑥を結びつける仮説と
して、セロトニンの欠乏の関与が指
摘されている。
　認知機能障害の原因としてはウイ
ルスの直接ないし間接的な影響が示
唆されている。前者、すなわちウイ
ルスの脳への到達については複数の
ルートが指摘されている。①ウイル
ス受容体であるACE２を豊富に発現
する脈絡叢を経由するルート、②
ACE２を発現する周皮細胞、内皮細
胞への感染を経て、血液脳関門を経
由するルート、③経鼻的に感染し、

岐阜大学大学院　医学系研究科　脳神経内科学分野　教授 下畑　享良先生講演

COVID-19後遺症としての認知機能障害
―病態機序と治療の展望―

嗅覚伝導路を経由するルート、そし
て④頭蓋骨・髄膜結合を経由するル
ートである。
ｂ ）アルツハイマー病の発症が増加
する機序
　COVID-19がアルツハイマー病の
誘因となる複数の病態機序が報告さ
れている。まずサイトカイン・ケモ
カインが関与する可能性が指摘され
ている。マウスおよびヒトにおける
検討で、軽度の呼吸器感染であって
も、ケモカインCCL11（エオタキシ
ン）等を介して、ミクログリア活性
化や海馬の神経新生の障害、髄鞘化
の障害が生じ、神経機能回路の障害
が生じることが指摘されている。
　さらにアミロイドβやタウの凝集
といったアルツハイマー病病理変化
が、COVID-19罹患に伴う炎症性サ
イトカインや、ミクログリアやアス
トロサイトの活性化を介して促進さ
れる可能性も指摘されている。
ApoE４アリルが神経炎症を増強す
る可能性や、アルツハイマー病患者
の海馬・側頭葉でACE２発現が増加
し、ウイルスとの結合を増強する可
能性も報告されている。

治療研究
　認知機能障害に対する特異的な予
防・ 治療は現時点ではないが、
PASCに対する予防・治療が有効で
ある可能性がある。 具体的には
COVID-19ワクチン、抗ウイルス剤、
ステロイド、抗うつ剤（ボルチオキ
セチン）などが検討されている。
　ワクチンの効果については、接種

を参加登録後60日目までに行ったと
ころ、120日後のPASCの寛解率を２
倍（16.6％対7.5％、 ハザード比
1.93）に高めることが示されてい
る。前述のRECOVER研究でも、ワ
クチン接種によりPASCは減少し、
再感染により増加することが示され
ている。 さらにワクチンによる
PASC抑制効果はメタ解析でも確認
されている（ハザード比0.55～
0.84）。
　また発症７日以内の経口糖尿病治
療薬メトホルミンの内服は、PASC
発症を抑制することが米国の報告で
示されている。抗ウイルス薬につい
ては、現在、米国で非入院の重症成
人100人に対し、持続感染するウイ
ルスを除去することを目的に、ニル
マトルビル／リトナビルを15日間内
服させる第２相試験が進行中で、
2024年１月終了予定である。

おわりに
　COVID-19は認知症、アルツハイ
マー病の新たな危険因子となるこ
と、ならびに複数の病態機序が議論
されていることを紹介した。本邦に
おいてPASCの神経後遺症を評価す
る前方視的研究は行われておらず、
その実態は不明であるが、若年者を
含め、本人の自覚のないまま認知機
能障害が生じている可能性もある。
COVID-19後遺症として認知機能障
害が生じうることを啓発し、感染予
防の必要性を訴える必要がある。
（３月16日、第607回診療内容向上
研究会より）

COVID-19後遺症の病態機序

脳・腸連関

持続感染 自己免疫腸内細菌叢
への影響

微小血管
血栓症

ウイルス
再活性化

迷走神経
機能障害

ウイルスの脳への感染経路
１．脈絡叢経由
２．血液脳関門経由
３．嗅覚伝導路経由
４．頭蓋骨・髄膜結合経路

神経機能障害の病態機序
１．スパイクタンパクによる神経毒性
２．サイトカインによる神経炎症の誘発
３．脳細胞融合（syncytia）
４．既存のアルツハイマー病理の促進

ブレインフォグ
認知症
アルツハイマー病

咳嗽
頻脈
めまい
血圧変化
下痢

疲労

もっと便利な貯蓄型保険

※サイバー保険もお問い合わせください！

春の共済募集
６月末締切迫る！

加入者数5万1千人、
積立金総額1兆3千億円

6月25日
締切

7月1日
締切

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

協 会の 共済制度ドク
ター
に

最適
を提
供

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２４年(令和６年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（９） 第２０７３号

兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

「北播支部」支部総会記念講演
テーマ  医療DXとサイバーセキュリティ
日 時  7月20日（土） 午後3時30分～
会 場   加東市 滝寺荘
講 師   日医総研主任研究員 坂口 一樹氏

国際部　韓国視察ツアー
日 程   8月11日（日） 午前8時30分 関空集合～

13日（火）午後7時20分 関空着

行 程   1日目：「人権医学研究所」訪問～2日目：
大邱市医師会との交流～3日目：高麗大学
安岩病院を訪問し医療DX視察

旅 費   22～26万円（※調整中）
宿泊先  フォーポイントバイシェラトン ジョソン・ソウル駅
定 員 15人（現地合流やご家族の同行、子ども料金等は応相談）

「尼崎支部」第53回総会・市民公開寄席特別企画
テーマ  落語＆トークの夕べ「仏教・医療から考える

“生きづらさ”の支えかた」
日 時  7月27日（土） 午後4時～
会 場   尼崎商工会議所7階
出 演   落語家 露の団姫さん 

むこのそう心の診療所院長・精神科医 岡本 真吾先生

「西宮・芦屋支部」
第16回東日本大震災被災地交流／物産・物品展
日 時  7月27日（土） 午前9時～午後3時
会 場   ①西宮市甲子園口・林医院

②西宮市新明町・広川内科クリニック

医院経営研究会 「第443回」
テーマ 医療法人の継承・解散
日 時  8月24日（土） 午後2時30分～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 松田 力税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

薬科部研究会
テーマ HPVワクチン接種後の多彩な症状の理解
日 時  8月3日（土） 午後4時30分～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   関西医科大学総合医療センター・小児科教授 

石﨑 優子先生
来場定員  40人　参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

第611回診療内容向上研究会

臨床現場での歩行障害へのアプローチ
日 時  7月13日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師   足利赤十字病院 院長補佐 後藤 淳先生
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

無 料 歩行障害は、日常診療でよくみる病態です。起立・歩行は、神経
系を含む複雑な機構に支えられ、診療の基本は問診と診察（観
察）です。歩き方（歩容）の診察だけで多くの情報が得られま
す。診察室での観察と生活史の聴取も重要です。頻度の高いパ
ーキンソン病の診断の要所と多様性の理解で診察は興味深くなり
ます。“歩けないから自転車に乗る”、“階段ならうまく歩ける”
パーキンソン病と“階段だけはうまく下れない”動作特異的ジス
トニア。“小刻み歩行”に隠れた“下半身パーキンソニズム”や
“正常圧水頭症（iNPH）”も、“歩行時ふらつき”に、体位変換
時の血圧変動（“autonomic failure”）や感覚性失調（sensory 
ataxia）が潜むことに気づけば診療戦略も変わります。【後藤 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/A19iY 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

７
月
の
診
内
研

「第612回」
テーマ 乾癬の鑑別と治療法
日 時  8月24日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   西宮市・佐野皮膚科 佐野 栄紀先生

診療内容向上研究会

県下各地の行事
「明石支部」第17回納涼懇親会
大蔵海岸ZAZAZAバーベキュー！
日 時  7月6日（土） 午後6時～
会 場  大蔵海岸BBQ ZAZAZA
参加費   大人・中高校生 3,900円 

小学生 1,500円（キッズプラン） 
※飲料別（現地購入・持込みも自由）

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  7月9日（火） 午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）　
話題提供   粟田 哲司先生

「西宮・芦屋支部」医師・歯科医師・メディカル
スタッフのための英語で診療
テーマ Visual Dstuebance－視力障碍－
日 時  7月19日（金） 午後2時～
会 場 西宮医療会館1階会議室
講 師   西宮市・半田医院 半田 伸夫先生
アドバイザー 西宮市・ふじもと眼科 藤本 竜太郎先生 

「西宮・芦屋支部」リスクマネジメント研究会
テーマ  mRNA脂質ナノ粒子製剤「ワクチン」接種後

の健康被害の実態とME/CFSに対するビタ
ミンＤ補充療養指導について

日 時  8月17日（土） 午後3時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   京都大学名誉教授 福島 雅典先生

医院経営研究会 第442回例会

パソコン記帳講座
日 時  7月27日（土）　午後2時30分～6時30分
会 場  神戸市産業振興センター8階ソフトウェア研修室
講 師   協会税務講師団 田中 雄司税理士 

ＰＣインストラクター 花房 孝英氏
定 員   15人（先着順）
参加費  7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円）

「弥生会計」を実際に使ってみよう！　　

入会随時受付

協会事務局 ☎078-393-1807 有本までお問い合わせは

078-393-1820FAXお申し込み

災害時の口腔ケアが命を守る
阪神・淡路大震災から能登半島地震の29年を振り返る
日 時  7月7日（日）　午後2時～午後4時（開場 午後1時30分）
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   ときわ病院歯科口腔外科部長、兵庫県保険医協会副理事長 足立 了平先生
定 員  80人（先着順・事前申込制）
※終了後、歯の健康相談あり（無料）

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会

申し込み https://x.gd/l3NtB

078-393-1820FAX ysng@doc-net.or.jpメール

Zoom視聴のお申し込み ※会員のみ

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

無 料
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル

お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

これからの研究会・行事のご案内

薬科部研究会

無 料

会 員

日 時   7月6日（土）　午後4時～6時 
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 川崎医科大学高齢者医療センター栄養室 管理栄養士 森光 大先生
参加費  1,000円　

摂食嚥下の機能に合わせた食支援を考える
～安全に美味しく食べていただくために～

申し込み

URLまたは二次元コードからお申し込みください。
Zoom視聴は保険医協会会員のみです。会員外の
方には薬剤師研修センターの単位付与もできません。

https://x.gd/AZ7IN
078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

本邦では、誤嚥性肺炎でお亡くなりになる方が増加傾向にあり、病院や
施設では経口摂取の禁止やミキサー食等での対応等が行われることがあ
ります。しかし、家族や本人にとってそのことは幸せに向かっているの
か疑問を感じています。
摂食嚥下の5期モデルに沿って、「できること」と「できないこと」をア
セスメントして食形態に留まらず、食べる人の環境・姿勢・食べ方や食
事介助の方法をセットでケアプランを作成することをいつも目指していま
す。また嚥下造影検査（swallowing videofluorography 以下VF検査）
で分かること、食べるためのVF検査とは？さらにVF検査を受ける患者の
傾向と対策について、多職種で行う摂食嚥下リハビリテーションについて
お話が出来ればと考えています。よろしくお願いいたします。 【森光 記】

女性医師・歯科医師の会研究会

下肢むくみとは、組織に余分な液体が溜まって起こる多くの人が経験す
る問題で、さまざまな原因が考えられます。今回の講演では下肢むくみを
きたす原因の鑑別、その対処方法に対してまずお話をしたいと思います。
次に下肢静脈瘤とは、下肢の静脈が拡張し、表面に浮き出る状態を指し
ます。これは主に静脈弁の機能不全により血液が逆流することで起こり
ます。下肢むくみと下肢静脈瘤は密接に関連しています。そこで最近の
治療法についても講演の中で述べたいと思います。 【兵頭 記】

日 時   7月4日（木）　午後6時～7時30分 
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（Zoomによるオンライン配信）
講 師   尼崎市・兵頭内科眼科・ハートクリニック 院長 兵頭 永一先生
※講師はオンラインでの講演となります

下肢むくみにお困りの方への対応方法
およびそれにまつわる

最新の下肢静脈瘤治療について

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://x.gd/bDXDy

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

無 料
歯科定例研究会

“リンゴ丸かじりができる”全部床義歯
日 時  7月28日（日）　午後2時～5時
会 場   兵庫県保険医協会 5階会議室

※今回はZoom配信は行っておりません

講 師   千葉県・ぐみょう今井歯科医院 理事長 今井 守夫先生

無 料

会 員

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

国際部　市民公開講演会

日 時  8月3日（土）　午後2時30分～午後4時30分
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 ジャーナリスト・ルポライター、ポーランド国立ヤギェウォ大学 

比較文明学部 非常勤講師 丸山 美和さん

日本にいる私たちができることは？
～ウクライナ侵略・現場を歩き続けて～

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/bddxj555

Zoom視聴のお申し込み

無 料

核戦争を防止する兵庫県医師の会　第43回総会記念講演

日 時  8月31日（土）　午後2時～5時
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師『黒い雨訴訟』著者、元毎日新聞記者 小山 美砂さん

「黒い雨」訴訟
－置き去りの「被爆者」を取材して

無 料

特別企画 （午後２時～3時30分）「被爆証言―15歳の私が見たもの」
特別講師 兵庫県原爆被害者団体協議会（県被団協）前理事長 岡邊 好子さん

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/r68xfee6

Zoom視聴のお申し込み

078-393-1802FAX arimoto@doc-net.or.jpメール来場参加

078-393-1820FAX arimoto@doc-net.or.jpメール来場参加

文化部　特別企画

スポーツを通して考えるスポーツを通して考える
「社会と平和」「社会と平和」
日 時   7月21日（日）　午後2時～4時 
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）

講 師   神戸親和大学教授、元ラグビー日本代表 
平尾 剛氏　

　本来、人と人をつなぐはずのスポーツが社会の分断に繋がってしまっ
た「東京オリンピック2020」。過剰な商業主義や勝利至上主義、子ど
もたちへの指導法、根性論の功罪など、今日スポーツが抱える課題は、
政治や経済、環境問題など私たちの生活に密接に関わっています。
　今回は、ラグビー元日本代表で現在は神戸親和大学教授の平尾さん
に、スポーツをめぐる「いま」を様々な視点から問い直していただき、
スポーツの「する」「観（み）る」「教える」の３要素を通じて「社会と
平和」をみなさんと一緒に考える企画にしたいと考えています。是非ご
参加ください。
 【鈴田明彦（灘区・鈴田歯科・ラグビー関西ドクターズ所属）】
 【松岡泰夫（長田区・番町診療所・同上）】

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://x.gd/CiUaM

Zoom視聴のお申し込み

無 料

来場参加 078-393-1802FAX ysng@doc-net.or.jpメール


